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　乙女おとめチックなシチュエーションがふいに訪れたとしても、努ゆめ々ゆめ油断してはならない。

　いつもいがみ合っている男子が雨の中子犬を拾ひろうシーンをうっかり目撃してしまっても、食パン咥くわえて「遅刻遅刻～！」と通学路を曲がったとたんいけすかない転校生と正面衝突してしまっても、その先にマンガのようなゲキ甘胸キュン展開が待ちうけているとは限らないのだ。

　たとえばそう、夕日が差し込む部室で偶然ふたりきりになったとしても──絶対に油断してはならない。

　昔のエライ人も言っていたではないか。

　好こう事じ、魔ま多おおし。一いつ寸すん先さきは闇やみ、と。




「あれ？　丘おか野の、まだいたんだ？」

　優しげな声に振りむくと、目の前にユニフォーム姿の射い手て矢や葉は月づきが立っていた。

　見上げるほどの身長に、意志の強そうな……それでいて優しげな薄うす茶ちやの瞳ひとみ。

「ぼえっ!?」

　どきんっと心臓が跳はねあがり、喉のどの奥おくから意味不明な音が飛び出た。

　射手矢葉月はイケメン、秀しゆう才さい。おまけに一年なのにサッカー部のレギュラーとなれば、聖せいルシオラ学がく園えんで知らない者はいないと言われるほどの高名ぶりだ。

　休み時間は常に女子の人ひと垣がきができ、時には第一種接近遭そう遇ぐうすらままならないというレアな存在。それが今、影の薄さでは定評のある丘野羊ひつじ（十六歳。あだ名はまんまヒツジ）の目の前にいる──。うっかり声をあげてしまっても無理はない。

「……『ぼえ』？」

　葉月は首を傾かしげてみせたが、すぐに真夏の炭たん酸さん飲いん料りようのＣＭみたいな爽さわやかさで、「お疲れ」と微笑ほほえんできた。

（いえいえ、なんともったいないお言葉！　お疲れなのはあなた様のほうでござりますっ！）

　みょうちきりんなセリフを心の中で発しながら、ヒツジはぶんぶんと首を振る。

　学園内のアイドル（本人に自覚はまったくなし。だがそれがいい）に声をかけられた驚きと、なにか話さなくてはという焦しよう燥そうと──コンマ一秒もかからぬ速さで、ヒツジの平常心は崩ほう壊かいした。

　しかもあろうことか、葉月はヒツジの片想いの相手なのだ。

　身分不相応だということはわかっている。無茶だというのも百も承しよう知ち。おそらくこの恋は偏へん差さ値ち三〇からの大学受験よりも困難を極きわめるだろう。

　それでも。

　好き、という自分の気持ちに噓うそはつけないから。

（頑がん張ばれ私！　どうにかキョドらず会話をせねば！　……えぇと、この前の交流試合、惜おしかったね、とか？　最近ちょっと調子が悪いね、とか？）

　必死で会話の糸口を摑つかもうとするも、頭に浮かんだ話題は暗く、とうてい盛り上がるとは思えない。

　──時は放課後、所は部室。

　これぞ乙女チックな超王道パターン、「夕日に照てらされた部室にふたりきり」なのに！

　ふと気づけばユニフォームをめいっぱい押し込まれた洗せん濯たく機きが、向かい合って立ちつくすふたりの沈黙を包むように単調な音を立てている。さしずめ映画なら、『俺、実はおまえのことが……』的胸キュンゼリフが流れだす場面である。

　けれど現実は、あたふたとキョドっているだけの女子高生と、それを不ふ思し議ぎそうに見つめるイケメン男子高生という図式でしかない。

（と、とにかくなにか話さなくちゃ！）

「あの、葉月く……」

　ヒツジが思い切って言葉を発するのと、

「あのさ、丘野」

　なにかを振りきったように、葉月が口を開くのは同時。あっけなく正面衝突した言葉はしゃぼん玉のように弾はじけて消える。

「は、葉月くんから……」

「丘野から話して」

　またしても言葉のぶつかりあい。これが相撲すもうなら立ちあいすぐのぶちかましで双そう方ほう土ど俵ひようから飛び出しいているところである。

（はううっ、どうしよう!?）

　これといった話題があるわけではない。沈黙が嫌いやなだけで、改めて「話して」と言われても今日の空模様といった毒どくにも薬くすりにもならないネタしか思いつかない。

『なんかさ、ここ最近暑いよね～』

『ほんと、天気予報だと後一週間はこの調子だって』

『ええっ、ヤダ～、うふふ』

『ほんとだな、あはは』

　──言うなれば、ご近所同士の円えん滑かつな人づきあいだけをモットーにした実みのないおしゃべり。

　そんな会話を葉月としている自分を想像して、ヒツジは「ない」と心の中で断言した。花の十代にして所しよ帯たいじみていると言うか、話題が白しら々じらしくて泣きたくなる。

（だったらゲームやテレビの話題は？　先週の『骨こつ董とう一いち番ばん！　～国宝級の壺つぼを求めて～』はおもしろかったね、とか。……いやいや、私の趣しゆ味みが特とく殊しゆ過ぎてドン引かれるっ！）

　頭の中をスパコンもかくやという超スピードで思考が処理されていく。なのに口から出るのは「えーと」「その」などという意味のない言葉だ。

（ああ、絶対葉月くんにおかしな奴やつだと思われるっ！）

　実際、葉月はきょとんとした顔で赤あか縁ぶちメガネにボブカットのヒツジの顔を見つめている。

　それからふっと顔を背そむけ、耐えられないとばかりに小さく噴いた。

（は、葉月くんに笑われた……）

　思い切り傷ついた顔をしてしまったのだろう、葉月が慌あわてて片手を振る。

「あ、悪い、馬ば鹿かにしたわけじゃないんだ。ただ、話すタイミングが一緒でお互い似たもの同士だなと思って」

　──似たもの同士。

　その言葉が沈みかけたヒツジの心を一気に持ちあげ、ひとかけらの邪じや気きもない笑顔が頰ほおの温度を上昇させる。

（う、うわぁあああ……っ!?　ふ、不意打ち、ダメ、ゼッタイ！　その笑顔とセリフでいったい何人のいたいけな女子をキュン死じにさせたと思ってるの!?）

　ぶっちゃけ無自覚にも程がある。だがそれが（以下略）。

「……じゃ、俺おれから話していい？」

　どうにか笑いを収めた後、葉月が話の口火を切った。

「もう、誰もいないと思ったんだ」

　視線をゆっくり窓の外──赤く燃もえる西の空へと移し、訥とつ々とつと語り始める。落ちついた口調から察さつするに、なにやら真剣な話題らしい。

「こんな時間、部室は絶対もぬけの空からだろうって。なのに丘野が残ってた。……正直、ホッとしている自分が情けないよ」

「…………？」

　ビミョーに話が見えてこないが、たとえば、実は葉月は極きよく度どの怖がりで、誰もいないはずの部室に忘れ物を取りに来たらヒツジがいてホッとした……とか？

（いやいや、いくらなんでもそれはないでしょ）

　なぜなら、ヒツジと同じサッカー部のマネージャーで、葉月とは中学時代からの知り合いだという女子──如きさ月らぎ吹雪ふぶきが言っていたのだ。「林間学校の肝きも試だめしで、一歩も歩けなくなった子をひとりで背負って帰き還かんしたことがあるのよ」と。

　つまり、恐怖耐性は人並み以上。だったら葉月はいったいなににホッとしているのだろう？

「丘野には打ち明けておくよ」

　唐とう突とつに、葉月の口調に重いものが加わった。

「じゃないともう、耐えられそうにない──」

　苦しそうにつぶやいて、真剣なまなざしがひたとヒツジに据すえられる。

（え？　えぇええっ？）

　──部室。

　──ふたりきり。

　この場面シチユで打ち明けるって……。

（も、もしや……もしやしなくてもやっぱり告白っ!?）

　葉月の顔が妙に近い。吐と息いきが頰をくすぐってくる。

（い、いや、でも！　告白は告白でも恋の告白じゃなくて苦情の告白とか!?）

　トロくてニブくて努力しても空回り。そんな自分においしい役目がまわってくるはずがないと、十六年間の人生に裏打ちされた冷静な判断力が悲しくも警けい告こくを鳴ならしてくる。

　それに、苦情ならば思い当たることはいくつもある。

（壊こわれた冷水ポットでベンチをずぶ濡ぬれにしちゃったし、冷たいおしぼりにうっかり雑ぞう巾きん用のタオルを使ったりもしたけれど……。でもあのときは未み遂すいで、如月さんにきっちり絞しぼられたから！）

　彼に直接苦情を申し立てられるようなことはなにもしていない……はず。

　──それではいったいなんなのだろう？

　戸と惑まどうヒツジの前で葉月が小さく目を伏せた。

　長いまつげに高い鼻び梁りよう、きゅっと閉められた口元が男らしい。

　憂うれいの表情ですら、射手矢葉月はサマになるのだ。

（……葉月くん、本当にどうしちゃったの？）

　今度は見とれるよりも先に不安になる。

　恋の告白だなんて大それた望みは抱かない。ただ、自分は腐くさってもマネージャーだ。

（部活関係の悩みなら、精一杯相談に乗らなきゃ。少しでも役に立てるなら、マネージャー冥みよう利りに尽きるってやつだもの！）

　だから、どんなことでも話してほしい。

　そう思ったヒツジに、葉月は言いにくそうに、けれど、しっかりとした口調でこう言った。




「俺、サッカーやめるから」
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（ああ、神サマ。私のような者が恋をしたのが間違っていたのですか……？）

　学園から徒歩十分ほどの土手の上。

　俗ぞくに言う体育座りの姿し勢せいで、ヒツジは風に吹かれてたそがれていた。

　少しでも葉月に近づきたい。その一心で勇気を出してマネージャーになったというのに、憧あこがれの相手はいきなりの退部。

　運命の神様とやらがいるのなら、小一時間ほど膝ひざ突つき合わせて問とい詰つめたい。この私の、いったいなにが悪いのですかと。

　思い返せば、ヒツジの人生はまさにトホホの連続だった。

　小学校時代は影が薄いのが災わざわいして、遠足先の『ニコニコ動物園』に置いてけぼり。バスの中で出席を取った当時の担任（二十九歳・女性・独身）によれば、「丘野さんは朝からいなかったはず」だそうで、「丘野幽ゆう霊れい説」「丘野忍にん者じや説（気け配はいを消せるからということらしい）」が卒業の日までまことしやかにささやかれた。

　続く中学校でもいろいろあり、幽霊や忍者は存在を認知してもらうまでがひと苦労、まして恋など夢のまた夢と厳しい現実が身に沁しみるようになっていた。

　──そうしてやって来た高校生活初日、どうせここでも同じでしょ……と、諦あきらめにも似た悟さとりの境地で校門をくぐり、部活も帰宅部でいいやなどと考えながら投げやりに参加した入学式で、ヒツジはひときわ輝く存在を見つけてしまったのだ。

　それは、新入生代表として壇上に上がったひとりの男子。まっすぐに背筋を伸ばし、挨あい拶さつの言葉を述べる姿は惚ほれ惚ぼれするほど格好よかった。

　おまけに彼は、ヒツジと同じクラス＆隣となりの席で。

「俺、西にし中ちゆうから来たんだ。丘野は東ひがし？」

　名前すら覚えてもらえない暗黒の小・中学時代を送ってきたヒツジに、いきなり呼び捨てのフレンドリーオーラは目が眩くらむほど眩まぶしかった。

「あ、俺は葉月でいいから！　これからよろしく！」

　にっこりと友好を求められ、十六年間鎖さ国こく状態だったヒツジは黒船を初めて見た幕ばく末まつの農民のようにうろたえた。

（どうしよう!?　わ、私も自己紹介しなくちゃ！　あ、でも相手は名前も出身校も知ってるみたいだし！　なにをどう言えと!?）

　慣なれない状況にあわあわしてしまうと、葉月は「そうそう！」と声を上げ、

「東中ってたしか近くにカレー屋あるよね？　あそこ、すっごくうまくてさ。交流試合のたびに寄ってたよ」

　目の前の挙きよ動どう不ふ審しんな少女を哀あわれに思ったのか、ヒツジが答えやすい話題を振って来た。

「……た、たぶんそこ、私も行ったことある……」

「え、ほんと!?　じゃあ丘野のオススメは？」

（この人、すっごくいい人だ……！）

　他た愛あいのない会話がただひたすらうれしくて、胸の鼓こ動どうがどんどん高まっていく。

　──ひょっとしたら、このまま幸せな三年間が送れるかも。

　そんな淡い期待を抱いて過ごした夢のような数日間。

　けれど……。

　三日もすれば同じ中学出身の女子や彼のファンがひっきりなしにやって来て、ヒツジは気軽に話しかけられないようになっていた。

　人垣を外から眺め、ぽつんと立ちつくす日々。

　所しよ詮せん、負け組は負け組のままなのだ。どうせ破れる夢ならば、始めから期待などしなければよかった……。

　そんなことを愚ぐ痴ちったら、中学からの唯一の親友、帰国子女の常じよう楽らくココナが「暗い！　暗すぎるっ！」と指をビシッと指さして言ってきた。

「あのね、勝負ってのは自分が負けたと思ったときが負けなの！　ヒツジはまだなんにもしてないじゃん。なのに負け組だとかありえない！」

　──お、あたし今いいこと言った！

　得意げに胸を張はるココナに、「じゃあどうすればいい？」と訊たずねてみる。

「それはまぁ…………気合い、とか？」

「気合いでどうにかなるんだったら、世界平和も嫁よめ姑しゆうとめの仲もすべて解決してると思う……」

「あんたの例えってさ、ときどき壮そう大だいなんだか卑ひ近きんなんだかよくわかんなくなるよね」

　ビミョーな表情のココナを尻しり目めにヒツジはぼやく。

「……結局、高校三年間もボッチ決定かぁ……」

「いやいやあんた、とりあえずあたしの存在思い出そうよ！」

「うん、ココナには本当に感謝してるよ。こんなつまんない私の友達でいてくれるんだもん」

「つまんない？　まぁたしかに、あんたは引っ込み思案で人見知りも激しいけどさ。結構頭の中ではおもしろいこと考えてるじゃん。だからそれを口に出せばいいのに、もったいないというかなんというか……」

　ココナはサイドアップの頭を振って、「う～ん」と腕組みして考える。

「いっそのこと、恋愛成就で有名な神社にお参りに行くってのはどう？」

「え、いきなり神頼み!?　気合いはどこ行ったの、気合いは!?」

「あたし、結構パワースポットとかにくわしいんだ。あと都市伝説とか」

「……都市伝説って……。小さいおじさんや人じん面めん犬けんが恋の悩みをどうにかしてくれるって話、聞いたことないんだけど」

「ん～、じゃあさ、残された手段は正攻法しかないよね」

「正攻法？」

　ヒツジが首を傾げると、

「射手矢葉月、西中出身の十六歳。サッカー部期待の新入部員」

　ココナは突然制服のポケットから手帳を取りだし読みはじめた。

「ちなみにこのサッカー部、現在マネージャーを募集中みたい。憧れの人に少しでも近づくいい機会だと思うんだけどな」

「つまりそれって、私にマネージャーになれってこと……？」

「うん！」

「て無理！　絶ぜっっっ対たいに無理！」

　ヒツジはブンブン首を振る。

「私にそんなのできないよ！　中学だって帰宅部だったし！」

「だから、んなこと言ってたらいつまでたってもなんにもできないって言ってんの！　サッカー部のマネージャー、結構穴場だよ？　射手矢葉月に近づき放題、しゃべり放題なのに誰もなろうとしないんだよねぇ。ま、所詮は裏方、キツくて地味な仕事だってことなんだろうけどさ。でも、そこを狙ねらってアタックかけるのが近道だよ！」

　ココナに熱心に勧すすめられ、最後はヒツジも一いち念ねん発ほつ起き、晴れてサッカー部のマネージャーになったのだが……。

（こんなにすぐサッカーやめちゃうなんて……！）

　葉月があのとき部室に来たのは、短いながらもお世話になったロッカーやベンチに最後のお別れをするつもりだったかららしい。

（意外とセンチメンタルなところもあるんだな……）

　そんな一面を知って、ますます好きになってしまったというのに。

「……これから、どうしよう……」

　土手の上でひとり。

　もう何度目だろう、深い深いため息をつく。

　──またおしゃべりできたらうれしいな。

　──そして、もっともっと葉月くんのことを知れたらいいな。

　そんな想いはガラスのように砕くだけ散ちり、後に残ったのは必要以上にわくわくした反動で無む残ざんにも壊こわれた恋心。

「私、バカみたい……」

　ひとりで勝手に暴走して、ひとりで勝手に傷ついた。

　情けなさと滑こつ稽けいさで涙が溢あふれてきそうになる。

　と──




　ピーッ！




　まるで、ヒツジの涙を止めるように、ホイッスルの音がこだました。

（な、なにっ!?）

　弾かれたように顔を上げ、きょろきょろあたりを見回してしまう。

　すると、夕ゆう闇やみ迫る土手の下、ヒツジが見下ろす場所に鼓こ笛てき隊たいのような格好のふたりがいた。

　赤と黒を基調とした衣装を纏まとい、青髪でツインテールの少女は右手に指バ揮ト杖ンを、金髪でボブカットの少女はマーチングドラムを叩いて行進している。

（……なんだろう？　パレードの練習？）

　大きな音の出る楽器を土手に持ち込んで練習するのは珍しくない。

　ただ不思議だったのは、周囲の人間がそのふたりを認識していない、ということだった。人目を惹ひく格好でホイッスルやドラムを鳴らしているのに、振り返る人はおろか吠ほえる犬すらいないのだ。

　散歩中の老人。

　家いえ路じを辿たどる小学生。

　犬を連れた近所の主婦。

　皆、そこにはなにもないとでもいうように一いち瞥べつもせず通り過ぎて行く。いつもと同じ平和な土手で、謎なぞのふたり組だけが日常から切り離されている。

（……ひょっとして、私のほうがおかしいとか？）

　メガネを外し、ゴシゴシと目を擦こすってみた。

　けれど、奇妙なふたり組は相変わらずだ。

　しかも、よく見ればどちらも相当な美形。おまけに肩から特徴的な文もん言ごんが書かれた襷たすきも掛けている。




　恋愛至上主義




　教育的指導




（て、どーゆーこと……？？？）

　はっきり言って意味不明。わざわざそんな主張をする理由がわからない。

　落ち込んでいるのも忘れ、ヒツジはふたりを見つめてしまった。

　と──そんなヒツジの視線に気づいたのか、ふたり組のひとり、ツインテールの少女がこちらを見上げ、ニッコリ笑いかけてきた。

（は、はわわっ!?）

　ドキッと心臓が跳ねあがった。

　例えるなら、かくれんぼをしていて出し抜けにオニに見つかってしまったときの気分。「見～つけた♪」と仲良しの友達に息を弾ませ言われた気がした。

（なんだろう、これから想像もつかないことが起こりそうな予感……！）

　気づくと、ドラムとホイッスルを鳴らしつつ、謎のふたりは土手から去ろうとしている。

　ヒツジは無意識に立ち上がる。

（──追わなきゃ）

　でないと絶対後悔する。

　理由なんてない。ただ、ふたりの不思議な魅力に中あてられたように歩きだす。

　太陽はいつのまにか沈んでいた。土手は薄い藍あい色の闇に覆おおわれはじめ、地平のむこうから夕焼けの名残が赤々とした光を投げかけていた。







　土手を下り、街に入ってからもふたりは行進をやめなかった。

（やっぱり誰も気づいていない……）

　夕飯どきのにぎやかな商店街。

　買い物かごを手にした奥様方や帰路に着くサラリーマン等、たくさんの人が行きかっているが、土手のとき同様誰もふたりに気がつかない。ドラムのリズムもホイッスルの高い音も、まるで耳に入っていない状態だ。

（なんでだろう……？）

　冷静に考えれば怪奇現象以外のナニモノでもないが、不思議と恐怖は感じなかった。それは、ふたりの雰囲気が明るく楽しげなものだったからだ。

　やがて、ふたりは商店街の裏通り──一軒の古めかしい店の前まで来ると中へと入っていった。

（……うっ！）

　探偵よろしく尾行していたヒツジは心中で呻うめき、ぴたりと足を止める。

（ど……どうしよう……？）

　今までの気楽さは雲のように搔かき消きえて、たちまち現実に戻される。

　ここまでは人目もあったし、途中で引き返すこともできた。だが、一度店内に入ってしまえば撤てつ退たいは難しくなる。

（あの人たち、お店の関係者なのかな……？　それとも単にお客として立ち寄っただけ？）

　入るべきか、入らざるべきか。

　気分は古こ典てん悲ひ劇げきの主人公だ。

『虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得ず！　ここはドンと行っちゃうべきです！』

　脳内人格のサツキさん（たった今命名・ポジティブ担当）が言えば、

『やめとけ、やめとけ。君くん子し危あやうきに近ちか寄よらずって言うだろう？　なんかあってからじゃ遅いって！』

　カズマさん（同・ネガティブ担当）がＮＧを出す。

『でもここで引き返すのって悔しいじゃない！』

『あのさぁ、悔しいとかじゃなくってもっと理屈で考えろよ。怪しげなことに首突っ込んだあげく泣きを見たって知らねぇぞ？』

『泣きってなによ？』

『だぁら、妙なことの片かた棒ぼう担かつがされるとか……』

『妙なことの片棒って!?』

『お、おまえはいちいちうるさいんだよ！　とにかく平穏無事が一番！　そうして今まで平和にやって来たんだろ？』

『そ、それはそうだけど──』

『なっ？　なっ？』

『いや、でもやっぱりあのふたりが気になる！　あんただって正体確かめたいとは思わないの!?』

　丸めこもうとするネガティブ人格と必死の反はん抗こうを試みるポジティブ人格。

　話し合いがいよいよ混こん迷めいを深めようとしたまさにそのとき、

『あのぅ……』

　桶おけ狭はざ間まさん（同・日和ひより見み主しゆ義ぎ者しや）がおずおずと手を挙げた。

『とりあえず、店の前を通りすがりの善良な一市民として通過して、そのときの様子から判断するというのはどうでしょう？』

『『　それだッ!!　』』

　いがみ合っていたネガティブとポジティブが日和見主義者を同時に指差し声をあげた。

（いやいや、ちょっと待って。現状なんにも変わってないし！　単に決定先さき延のばしにしただけだよ！）

　神的立ち位置のヒツジ自身が偽いつわりと欺ぎ瞞まんに満みち満ちた己おのれの決定に自らツッコミを入れてしまうが、それを敢あえて無かったことにしてしまうのも、この複ふく雑ざつ怪かい奇きな現代社会をストレスなく生きていくためには必要不可欠なことだ。

（えー、私は善良な一市民です……。単なる通りすがり、怪しい者ではありません……）

　心の中で竿さお竹だけ屋やのごときコールを繰り返しながら、ギクシャクとした足取りで店へと近づく。遅すぎず速すぎず、不自然にならないように髪など搔きあげたりして。

　そうしてさりげない風ふうを装って見上げた店には『骨董』の文字。

　とたん、身体からだ中の血液が沸ふつ騰とうするような──血ち湧わき肉にく躍おどるような感覚がヒツジの身体を占領した。

（骨董……！　こんなところに骨董の店が！）

　三度の飯より骨董が好き──とは言わないが、趣味のひとつとして骨董を愛めでることは大好きだ。

　年季の入った品からそこに宿った思いを想像したり、売られることになった経緯を推測してみたり。

（……ちょっと見てみようかな？）

　謎のふたり組のことはひとまず横に置いておこう。

　先ほどまでの脳内の話し合いはなんだったのか？　単なる時間の無む駄だだったという虚むなしい結論は精神衛生上よろしくないのでとりあえず無視することにする。

　重い木製の扉を開けると、そこは見渡すかぎりのパラダイス。

　天上からは真しん鍮ちゆうのランプやガラスのシャンデリアが吊つり下がり、壁かべには荘そう厳ごんな教会を思わせるステンドグラスが、その下には鏡のように磨きあげられた猫足のブックビューローが鎮ちん座ざしている。

　家具コーナーの隣には長いガラスケースが置かれていて、中には年季の入った万年筆や懐中時計、そしてキラキラ輝くいくつかのホイッスルが──

「……ホイッスル？」

　ぱちくり。

　夢中になって食い入るように骨董を見ていたヒツジは瞬まばたきをひとつ、ぴたりと足を止めてしまった。

　言うなれば、体育教師が常に首からぶら下げているようなありふれたデザイン。文房具店やスポーツ用品店の片隅で投げ売られているような品である。

（それが骨董……？）

　ひょっとしたら価値のあるものなのかもしれない。

　だが、重厚な趣おもむきの万年筆や複雑な細工を施ほどこされた懐中時計に比べ、それはいかにも場違いに見えた。

　ひーふーみーと、数えれば七つ。七つのホイッスルは金色に輝いて、ビロードの上で異様な存在感を放っている。

「いらっしゃいませ！」

「それが気になるなんてなかなかお目が高いですね♪」

「ふぇっ!?」

　気がつけば、ヒツジに寄り添うようにして例のふたりが立っていた。

「よかったら手に取ってみてくださいね」

「どのホイッスルがいいですか？」

「あ……え、えーとその……!!」

（この人たち、ここの店員さんだったんだ！）

　細くてかわいくて明るくて。

　そんなふたりに至近距離で微笑まれれば、同性だとわかっていても思わず頰を赤らめてしまいそうになる。

　ふたりの勢いに押されるように、ヒツジはひとつのホイッスルを指差した。それがなぜか、一番光を放っているように見えたのだ。

「あれですね」

　ツインテールの少女が言って、いそいそとケースの反対にまわりホイッスルを取り出してきた。

　手のひらに載せてもらうと金属独特のひんやりとした感かん触しよく。

「このホイッスル、なにか謂いわれがあるんですか？」

　でなければ厳重にケースに入れておくはずがない。

「例えば、世界で初めて作られたホイッスルの、１から７までのシリアルナンバー入り、とか？」

　だが、ヒツジの予想を裏切りふたりの少女は首を振ってみせた。

　悪いた戯ずらっ子のように微笑みながら、

「わかりやすく言うとお守りかな？」

「そう。恋に効く、ね」

「恋に効くお守り？」

　はて、この店は骨董屋ではなく占いの店だったか？

　もしやこのまま「恋が叶うホイッスルです！　今ならお安くしときますよ！」なんて強引に売りつけられたりして──。

　警戒したヒツジは黙りこむ。

　しかし、ふたりはパチンと手を叩き、

「そうだ、あなただったらタダでいいよ！」

「うん、このまま持っていって！」
















　さらに予想外のことを言ったのだった。
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　カラーン、カランカラン……。

　放課後を知らせる鐘かねの音が聖せいルシオラ学がく園えんに鳴り響く。

　部活に、家いえ路じにと生徒たちが急ぐにぎやかな教室棟とは打って変わり、屋上は驚おどろくほど静かだ。白い雲がゆったりと流れ、風は飽あくまで爽さわやかに吹き抜けていく。

　そんな場所に、ヒツジは頰ほおを赤らめ立っていた。

　目の前には射い手て矢や葉は月づき。

「急に呼び出してごめん」

　そうつぶやいた彼はいつになく真剣で、まっすぐヒツジを見つめてくる。

　真剣な中にもどこか切ない空気を纏まとい、ひとつ間違えるととたんになにかが弾はじけそうな、張りつめた危あやうささえも漂ただよわせている。

　正直、こんな葉月は今まで見たことがない。

（うわ、その表情禁止!!　そんなふうに見つめられるとどうしていいのかわからない……！）

　思わずヒツジがうつむくと、

「視線……逸そらさないで」

　葉月の大きな手のひらが、掬すくいあげるように頰に触れた。

（はうぅ……っ!?）

　──コ、コレハ、イッタイドウイウコトデショウカ？

　いつになく積極的な葉月に脳みそがフリーズしかかって、カタコトの日本語しか浮かばない。

（うう、顔が熱いよぉ……）

　ぎこちない動きで視線を戻すと、今度はキスできそうな距離に秀しゆう麗れいな顔が！

「ひっ!?」

　短い悲鳴を漏もらしつつ、バックステップ緊急回避！　格かくゲーだったら「Excellent !」の文字が画面に大映しされているところだ。

（も、もう少しで唇くちびるが触れるとこだった！）

　わざとなのか偶然なのか、チキンハートがバクバク音をたてている。これ以上なにかされたら身体からだ中の血が一滴残らず沸ふつ騰とうしてしまうだろう。

　そんなヒツジにお構かまいなく、葉月は傷ついた表情でゆっくり距離を縮めてきていた。

「丘おか野の……どうして逃げるんだ？」

「べ、別に逃げてなんか！　そんなことより葉月くんこそどうしたの!?」

　じりじりと後ずさりしながらヒツジが訊きけば、

「どうしたのって？　俺おれの気持ちがわからないかな？　それともわざと焦じらしてる？」

（はいぃいいっ!?）

　なんか葉月くん、性格変わってるんですけど……！

　たしかに、屋上でのロマンチックな告白を夢見たことはある。だが、これは強引というか、あまりに情じよう緒ちよがないというか──第一、こちらの心の準備がまったくできていないのだ。

「と、とにかく落ちくこ……落つちこ……落ちつこうよっ！」

「──慌てているのは丘野じゃないか」

　ついに壁まで追いつめられ、ヒツジはアタフタしてしまう。

　葉月のことは好きだ。だが、この状況をなぜか素直に喜べない自分がいる。

（だ、誰か助けて～！）

　しかし、屋上にいるのは葉月とヒツジ、それに手近なフェンスの上で『１、２♪　１、２♪』と行進している例のふたり組のチビキャラver. だけだ。

（な、なにあれ!?）

　我が目を疑うヒツジにツインテールの少女がウィンクする。ショートカットの少女もドラムを鳴らし、まるでこちらを応援しているようだ。

（見間違いじゃないよね？）

　思わずじっと見つめてしまうと、

「──丘野」

　葉月はヒツジを逃がすまいと、壁に両手をついてそのまま動きを封じてきた。

（え、まさかの壁ドン!?　私、世間一般で言うところの壁ドンされちゃってる!?）

　ふたりの距離は数センチ。

「おまえ、案外小こ柄がらなんだな。俺の腕の中にこうしてすっぽり入るなんて」

「…………っ！」

「顔、真っ赤」

　葉月は笑うと鼻の頭に小鳥のようなキスを落としてきた。

（ぎゃ～～っ!!）

　ばふんっ、と頭が大だい噴ふん火か。これ以上はダメだ、身も心ももたない！

　どうにか逃げようともがき、自分の胸に金色のホイッスルが下がっているのに気がついた。

　ホイッスルといえばサッカーの警けい告こく、レッドカードだ。

（は、離れて────っ！）




　ピ───ッ!!




　力いっぱい笛を吹くと、頭上でミキッとなにかが壊れる音。

「え？」

　振り仰げば壁の上、給水タンクにビシバシとヒビが入り、中から水が逬ほとばしる！

「きゃあああああっ!?」

　例えるなら滝に打たれる修しゆ行ぎよう僧そう。色欲まみれの場面シチユには打ってつけかもしれないが、押し流されたのは俗に一〇八あると言われる煩ぼん悩のうだけではない。息が吸えない目も見えない、おまけに流れに足を掬すくわれヒツジ自身も流されていく。

「ぶくぶくぶくぶく……ぶはぁっ！」

　どうにかこうにか水の上に顔を出し、屋上の縁へりに近づきつつあることを確認。けれどなぜか、その縁には転落防止用の柵さくがなくて──

　自分は今、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきからのダイブに果敢に挑いどもうとしている。

「う、うそ……ゴブッ！　ブブブブブ……！」

　水と一緒に勢いよく宙へと投げ出され、哀あわれヒツジは校庭に真っ逆さま──
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「きゃあああああっ!!」

　ドサッという衝撃と共に肩に鈍にぶい痛みが走った。

　うっすら目を開けると部屋の中には朝の光が爽やかに差し込んでいた。ピチュ、ピチュピチュと小鳥たちの声も聞こえてくる。

「……え？　ゆ、夢……？」

　見み慣なれた天井、見慣れた机。どうやらベッドから落ちたらしい。いつもと同じヒツジの部屋だが、着ているパジャマはじっとりと汗あせばんでいた。

（……そっか、夢だったんだ……）

　ほーっと長いため息をひとつ。出だしはなかなか良かったのに、途中から妙みような展開になったのが悔くやまれる。

　葉月はかなり積極的だし、不思議な美少女ふたり組（しかもチビキャラver.）には応援されるし、給水タンクは前触れもなく壊こわれるしで（せめてこのあたりで夢だと気づきたかった）、寝ていて疲れるなんて最悪だ。

（うう、朝からダルいよう……）

　できれば二度寝をしたい気分だ。けれど、そんなヒツジのささやかな欲望を阻そ止しするように、枕まくら元もとの目覚ましがけたたましい音を立てて鳴りだした。

「あー、はいはい、わかりました！」

　右手で軽くチョップ、スイッチを切ってから時計の隣に置かれたそれに気がつく。

　それ──昨日きのう、不ふ思し議ぎな骨こつ董とう屋やで、不思議な少女たちからもらったホイッスルだ。

（……これのせいで、あんな変な夢見ちゃったのかな？）

　このホイッスルは恋のお守り。通されたヒモは例のふたりが「おまけ」と言ってくれたものだ。

（でも、お守りって言ってもなぁ……）

　葉月はサッカーをやめてしまった。

　大事な接点のひとつを失い、今さらお守りをもらったところで時すでに遅おそしといった感じだ。

　親友のココナなら、「運気が下がるだけ下がったときがチャンスだよ！　後は上がるだけだもん！」とポジティブなことを言うのかもしれないけれど。

（単なる気休めかも……）

　だが、気分がどん底のときほどなにかに縋すがりつきたいと思ってしまうのが人の常つね。

（神様、どうか私をお守り下さい！）

　ヒツジはホイッスルに手を伸のばす。

　衝撃の告白から一夜明け──今日は、長い一日になる予感がした。
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　いつものように学校に行くと、教室の隅すみには人だかりができていた。

　その中のひとり、ヒツジにいち早く気づいたココナが「大変、大変だよっ！」と駆かけ寄よってくる。

「ねぇ知ってる!?　射手矢葉月が──」

「サッカー部やめたんでしょ？」

「そうそう、そうなの！　それで朝から大騒ぎで……て、えぇえっ!?　なんでヒツジが知ってんの!?　だってこれ、今朝一番の大事件──！」

「……昨日教えてもらったから」

「昨日？　教えてもらった？　え、うそ、もしかして本人にっ!?」

「……うん」

　ヒツジがこっくりうなずくと、

「うわぁああ、そんな貴重な情報、どうしてすぐあたしに教えてくれなかったのよぅ～！」

　ココナはその場でがっくり膝ひざをついてしまった。

「この情報通のココナ様が、ヒツジに負けるとかありえない！　しかもこんなビッグな話題で！」

　その声があまりに大きかったせいで、人垣の中にいる数人の少女に睨にらまれてしまう。

　おそらく中心には葉月がいて、あーだこーだと質問攻めに遭あっているのだろう。

「ほ、ほら、ココナ、声が大きいよ……！」

　しーっと唇に指をあて、もう片方の手で制服の袖そでをちょいちょい引っ張る。

　けれど彼女はお構いなしだ。

「あ、でも、最初にヒツジに教えてくれたってことは、射手矢葉月はあんたのことを一番に信頼してるってことだよね！」

　と大きな声でまくしたてる。

「だって弱じやつ冠かん一年でレギュラーだもん、まさにサッカーはアイデンティティーの一部！　それをやめるってことは相当の覚悟だよ？　おまけにわざわざヒツジに打ち明けたって言うんだから、簡単に想像つくでしょ!?」

「え、なにを？」

「だから、あんたを信頼してるってこと！」

「信頼……。なんで？」

「はぁっ!?」

「だ、だって……！」

　そんな都合よく脳内置ち換かんできる性格だったら、根ね暗くらだとか影かげが薄いとか言われずに、今ごろハッピーな学園生活を満まん喫きつしていると思う。

「はぁ～……。あんたってつくづくもったいないよねぇ……」

　ココナはため息まじりに立ち上がる。

　するとそこに、ザッ！　という音とともに三人の女子が立ちふさがった。

　ショート、セミロング、ポニテという、それぞれ特徴的な髪型だ。

「ねぇ！　今のどういうこと？」

「射手矢くん、あなたにサッカーやめる相談してたわけ？」

「わたしたち、まったく聞いていないんだけど？」

「……え？　あの……？」

　ヒツジが返事に困っていると、

「あーあ、盗ぬすみ聞きなんてぶっちゃけありえなくない？」

　ココナが首の後ろに手をやって、いかにもダルそうにつぶやいた。

「はぁ？　あなたの声が大きいから聞こえたんでしょ！」

「だいたいねぇ、『葉月くん』とか名前呼びなのがむかつくのよ！」

「私たちファンクラブは『射手矢くん』で統一してるの。偶ぐう然ぜん席が隣となりだからって勝手に馴なれ馴なれしい呼びかたしないでくれる？」

　そうは言われても、学校初日に「葉月と呼んで」と言ってきたのは彼自身だ。

「……ったく。変なのに絡からまれちゃったわ」

　小声でココナがつぶやいて、「どうする？」と目め配くばせする。

　──一刻も早く逃げだしたい。

　それがヒツジの本心だが、それとは別に「勝手に射手矢くんから相談を受けるな」とか、葉月への好意を隠そうともしない三人を羨うらやましいとも思ってしまう。

　もちろん、自分は葉月から相談を受けたわけではない。一方的にされた「サッカーやめる」宣言を聞いてしまっただけだ。

　それでもあのときどうしてそんな結論に至ったのか、訊たずねるくらいすればよかったと思う。ショックのあまり思考が停止してしまったが、あのときは彼の想いを知る滅めつ多たにないチャンスだったのだ。

　それなのに──

（いったいなにやってるの、私！）

　自分はいつもこうなのだ。事が起こったときはなにもできず、後から「ああすればよかった」「こうすればよかった」と後悔する──。

「ねぇ！　ぼうっと立ってないでなんとか言いなさいよ！」

「……えっ？　きゃっ!?」

　気づくとヒツジはポニテに肩を突き飛ばされ、ぺたんと尻しりもちをついていた。

「ちょっと、あたしの友達になにすんの!?」

　ココナが髪を逆立て一歩踏み出す。

　まさに一いつ触しよく即そく発はつ、双方臨りん戦せん態たい勢せいに入ったそのとき──




　バンッ!!




　ざわついていた教室が、一気に静まり返る勢いきおいで前方の戸が開け放たれた。

「……如きさ月らぎ……さん？」
















　セミロングが上ずった声を出す。

　艶つややかなロングの黒髪、雪のような色白の肌に知的で涼すずやかな目元。射手矢葉月の中学時代からの友人であり、現サッカー部マネージャー、そしてヒツジのクラスの学級委員長でもある如月吹雪ふぶきが怒りの表情で立っていた。

　烈れつ火かのごとく怒いかる──そんな表現があるが、彼女のそれは文字通り吹雪。彼女の背後に見えないはずの雪ゆき嵐あらしがゴウゴウと渦うずを巻いている。

　しんとなった教室を吹雪は無言で歩きだした。

　彼女が一いち瞥べつしただけで人垣が左右に割れ、その中央に葉月の姿が現れる。

「サッカーやめるって本当なの？」

　鋭い視線で見上げた吹雪を、冷めたまなざしの葉月が見下ろす。

「やめるじゃない、やめたんだ」

「あなた、自分がなに言ってんのかわかってるの？」

「ああ」

「『ああ』じゃないわよ！　マネージャーのわたしによくそんなこと言えるわね！」

「うるさいな。関係ないだろ」

「関係なら十分あるわ！　サッカーをするあなたを中学のころからずっと見てきたのよ？　それがいきなりやめるだなんて、このわたしが許さない！」

「は？　なんでおまえに許されなきゃいけないんだよ？」

　まるで恋人同士の痴ち話わげんかだ。互いをよく知っているからこそできる、遠えん慮りよのないやりとりが繰り広げられる。

　静まり返っていた教室にまたざわめきが戻ってきた。

　興味津々ふたりを見つめる者、こそこそと言葉を交わしてなりゆきを見守る者──。

「ちょっと、吹雪来い」

　自分たちが見せものになっているのにいち早く気づいた葉月が吹雪の腕を摑つかんだ。

「痛いわねっ、引っ張んないでよ！　あとそこ邪じや魔まっ！　どきなさいよ！」

　女王様の一いつ喝かつに、完全にギャラリーに徹てつしていた一団が散ちり散ぢりになる。

　嵐のように美男美女のふたりが教室から出て行くと、後にはホッとした空気が残った。

　そこここで「びっくりした～！」、「如月さん、すごい迫力！」といったつぶやきが落ちる。

「……なにアレ。相変わらず感じ悪いね」

　ココナも肩をすくめて苦笑したが、その言葉はヒツジの耳には届かなかった。
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　前髪を風が撫なでていく。

　ヒツジはひとり、校舎の屋上で寂さびしく手すりにもたれていた。

　先ほどから出るのはため息ばかり。

　──吹雪と自分の圧倒的な格の違いを見せつけられた。

　嫌われたらどうしようなどとミジンコほども思わず、言いたいことをズバズバ言ってのける彼女と、二言三言言葉を交わすだけでもキョドってしまう自分……。

（だって、如月さんは美人で頭もいいし。おまけに葉月くんとは幼おさななじみだもん）

　一時的に煙けむたがられることはあっても、嫌われることなど絶対ないと思っているのだろう。

（それにたぶん、如月さんも葉月くんのことが好きだよね……？）

　葉月が女子にモテまくるのと同様に、吹雪も男子に人気がある。

　美人でスタイルよし、成績もよし。学級委員長なところもさらによし。気が強いのが玉にキズだが、「つきあったら案外ツンデレかもな～」なんて一部の男子が話しているのを聞いたこともある。

　しかし、吹雪は葉月のことしか見ていない。他の男子がからかい半分声をかけてもまったく相手にしないのだ。「うるさいんだけど」「あっちに行って」とにべもない。葉月が相手ならいくらでも話をするというのに。

　──人によって態度を変えるのはよくないと思う。葉月ばかりに見え見えのアプローチをするのもなんだかな～と思ってしまう。

　ただ、なんと言おうが憧あこがれの葉月と距離が近いのはどう考えても吹雪のほうなのだ。

（そう言えば、葉月くんは如月さんのこと、「吹雪」って呼んでたよね……）

　吹雪と葉月のさりげない動作、さりげない言葉のやりとりがヒツジの心をチクチクと悩ませる。

「はぁ～～～～っ」

　もう何度目だろう、重いため息をひとつ。手すりを摑んでガクッとうなだれたら、胸のホイッスルが視界の真ん中に飛び込んできた。

　キラキラと光るホイッスル。不思議なふたり組からもらった恋のお守りだ。

『警告』

『如月さんと仲良くしないで』

　そんな想いが胸の中でむくむくと湧わきあがる。

『お願いだからよそ見しないで！』

『私だけ見ていて──』




　ピピピ────ッ!!




　思い切り吹いたホイッスルは屋上いっぱい──いや、校舎全体に響き渡る。

　しかもしかも、ホイッスルから無数のハートがシャボン玉のように飛び出したのだ！

「な、なにこれっ!?」

　思わず目が点になり、石化したように立ちつくす。

　ちゃらっちゃら～ら～♪

　アップテンポのＢＧＭと共に、ヒツジの脳内にめくるめく妄想が流れ出した。それは、子どものころ見たアニメのワンシーン。

　ハートのシャボン玉がヒロインの身体を包み込み、それがぱちんと弾ければ──紺こんの制服があら不思議、ピンクのフリフリワンピに早変わり☆

　おまけにどこからともなく夢に出てきたチビキャラふたり組が現れて、

「恋愛至上主義！」

「教育的指導！」

「「恋の守護天使、愛ラブ×愛ラブホイッスル参上！」」

　と、声をあげる！

（なんかこれ、そのシーンに似てる!!）

　ヒツジの身体を包むように、ピンクでファンシー、キュートでプリティなシャボン玉がふわふわと浮かんでいる。これにひとたび捕らえられれば強制変身シーンが発動なのか？　「キミこそ愛×愛ホイッスルだ！」と魔法少女認定されてしまうのか？

「ちょ、来ないで！　なんなのこれっ!?」

　パニクったヒツジは両手をぶんまわしながら走りだす。

　その姿はさながらアブの群むれから逃げ惑う不幸な子羊。もしくはひとりで踊おどり念ねん仏ぶつを踊るアヤシイ人か。

　しかし、待てど暮くらせど変身シーンもチビキャラたちもやって来ず──

「お願い、どこか行って～！」

　その必死な声が届いたのかどうか、ハートの群れは一度空へと舞い上がり、どこへともなく猛もうスピードで消えていったのだった。







「…………………」

　ヒツジは瞳ひとみをぱちくりさせる。

　ひとり踊念仏ｉｎ屋上を強制終了、青い空を見上げるが、眼がん下かのことなど知らないとばかり、トンビが一羽飛んでいるだけ。あのハートはどこにもない。

（…………見間違い、とか？）

　ヒツジの中のヒト（日和ひより見み主義者の桶おけ狭はざ間まさん）が「そう！　そういうことにしちゃいましょう」と諸もろ手てを挙あげて賛成する。

　だいたいとして、ホイッスルから無数のハートが飛びだすなどという白はく昼ちゆう夢むを見てしまうほど、自分の精神が危あやうくなっているなんて信じたくない。

（ナシ！　今のはナシ～!!）

　ぶんぶんと首を振り、「さ、そろそろ教室に戻らなくちゃ！」となにごともなかったように声に出して言ってみる。

　おそらく今は朝のホームルームの真っ最中。思わず教室を飛び出したが、そろそろ戻らないと一時間目が始まってしまう。たぶんココナも心配していることだろう。

　そんなヒツジの耳に、バタバタという足音が聞こえてきた。

　誰かが屋上への階段を全速力で上がって来る。

（だ、誰!?）

　身構える間もなく扉が開き、同時に「丘野っ！」と聞き慣れた声が響いた。

「……葉月、くん？」

「丘野っ!?　よかった、こんなところにいたのか！」

　駆かけこんできた葉月は珍しく取り乱している。抱きつかんばかりの勢いだ。

「あの、いったい……」

「会いたかった！」

「へ？」

「丘野に会いたくて、もうどうしようもなくて！」

「えぇええええっ!?」

　これってドッキリ？　それともなにかの嫌いやがらせ？

　必死になって考えるが、そもそも葉月はそんなことをしない。

　だったらいったい……？

　目の前にあるのは真剣な顔。まっすぐなまなざしを受け止めきれず、ヒツジは思わずうつむいてしまう。

　とたん、大きな手のひらが掬いあげるように頰に触れた。

「視線……逸らさないで」

（はうぅ……っ!?）

　──コ、コレハ、ヒョットシテ、朝ノ夢トオンナジ……？

　先ほどからの展開に、思考がまったく追いつかない。

「俺を心配させないで。丘野のいない学校なんて意味がない。──もう、離さないから」

「……え？」

　抗あらがう暇ひまもあらばこそ。

　ヒツジはキツく抱きしめられる！
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　悲ひ鳴めいは言葉にならず、遅れてドキリとするほどの触しよつ覚かくが襲おそってきた。

　制服越しに伝わる葉月の体温。

　そして、熱を帯びた甘い吐息。

（ギャ──っ!!）



















　→助けを呼ぶ

　　突き飛ばす

　　自分もぎゅっと抱きしめ返す




　頭に浮かんだコマンドはすべて実行不能。

　もはやひつじは　こんらん　している！

「……ふふ、丘野は華きや奢しやだね」

　耳元で甘くささやかれる言葉。

　しかし、口からタマシイが抜け出たヒツジは無言のままだ。ぼんやりとした、見ようによってはとろんとした目であらぬ方向を見つめている。

「どうしたの？　もしかして眠いの？　……参まいったな」

　言葉とは裏腹に、葉月はやさしく苦笑する。

　さも愛いとおしそうに腕の中のヒツジを見つめながら、

「なら眠り姫様、俺のキスで起こしてあげるよ」

　──キス。

　数にしたならたったの二文字。

　だが、その短い単語がありえないほどの勢いでヒツジの頭に一撃を与えた。まさに達人級の空手チョップ。瓦かわらだったら一〇枚は堅かたい。

（ちょ、待──っ!!）

　クワッと目を見開くと、あり得ない距離に売れっ子アイドルも嫉しつ妬としそうな葉月の顔が！

「ダ、ダメ─っ!!」

　とっさに両手で突き飛ばすと、さすがの彼もたたらを踏んで数歩離れた。

「丘野……？」

　その、心底傷ついたような瞳。

「え？　……えっと、あの、そのっ！」

　しまった。

　そうは思うがもう遅い。

　見つめ合うふたりの間を気まずい空気が流れていく。

（どうしよう……。で、でも！　葉月くん、絶対におかしいよっ！）

　なにもかもが唐突過ぎだし強引だ。

「あ……あのね、葉月くん。そろそろ教室に戻らないと授業が……」

　ふたりの距離を測りつつ、恐る恐る声をかける。

「チャイム鳴っちゃうし、次、数学の木きの下した先生だから──！」

　もはや自分がなにを言っているのかわからない。ただただこの状況から抜け出したい一心だ。

「──丘野。あのさ、」

　ふと、黙っていた葉月が口を開いた。

「ハ、ハイッ!?」

　思わず背筋をピンと伸ばすと、

「もしかして照てれてるのか？」

「……へ？」

「だったら悪い。もう少しペースを落とすべきなのに、そういうおまえもかわいいと思ってしまって……。おまえのことが好き過ぎて、つい手加減できなくなるんだ」

「………………ぇ」

（好き？　かわいい？　手加減できない？　──えぇえっ!?）

　そんな恥ずかしいセリフをそんな真ま面じ目めな口調で吐はきますか！

　そんな切ない瞳でこんな私を見つめますかっ！

　まぁ待て落ちつけ近づかないで～！

　──結論。恋愛ビギナーにこれ以上は無理。心臓がもたない。

「ごめん、私先行く！」

　くるりと踵きびすを返して扉を開ける。階段を降りようとしたとき、背後から「丘野！」という叫びが追ってきた。

　否いな、葉月本人も追ってきた！

「待てよ、丘野！」

「きゃあっ!?」

　慌てた弾みで足がもつれる。

　階段を踏み外し、そのままヒツジはまっさかさま──
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　目を開けたらベッドの中。

「夢？」

　かと思ったが身体が痛い。

　どうやら階段から落ちたのは本当らしい。

「……あ、目が覚さめた？　あんた、いつまでも起きないから不安になっちゃったよ」

　枕元にはココナがいて、いつもの調子で微笑ほほえんできた。

　薄いペパーミントグリーンのカーテンが目隠しのようにベッドのまわりを囲かこんでいる。おそらくここは保ほ健けん室しつなのだろう。消毒の匂においもあたりにうっすら漂ただよっている。

「保健の先生はケガもないし大丈夫だって言ってたけど。あんた、いったいなにやらかしたの？」

「へ？」

　意味深な言葉に思わずベッドから起き上がる。

　するとココナも身を乗り出し、

「……ほら、例の彼」

　誰かに聞かれたら大変だとでもいうように、小声でゆっくり話しはじめた。

「気絶したあんたのこと、お姫様抱っこして保健室まで来たとかで、目撃した女子が大騒ぎ。おまけに本人によると、あんたを庇かばって階段落ちもやったとか。……ったく、ふたりでこそこそなにやってたの？」

「な、なにって……！」

　とたん、数々の恥ずかしいシーンが甦よみがえり、頰がカッと熱くなった。

「おっやぁ？　お嬢さん、怪しいですな～。顔が赤くなっておりますよ？　ほらほら早く吐きなさいって！」

　ココナが肘ひじでグリグリするが、ヒツジは「無理！」と首を振る。

　なぜか葉月が一方的に、イチャイチャ、ベタベタしてきました──。

　そんな恥ずかしいこと、口が裂さけても言えるわけがない。

　というか、そもそもあれは現実だったのか……？

　するとココナは「つまんないの！」とあっさり諦あきらめてくれた。

「ま、嫌がる友達に無理強じいするほど野や暮ぼじゃないしね」

　それからヒツジの前に指を一本立ててみせ、

「ただ～し！　ファンクラブ会員たちと女王様は、心の広いあたしと違って黙ってないだろうから、覚悟しなよ？」

「うっ！」

　女王様とはすなわち如月吹雪のことだ。

　彼女が怒りに任せて自分の元にやって来る──。

　そんな様子を想像し、ヒツジは思わず震ふるえてしまった。

「やっぱり如月さんにも知られたよね？」

「如月さんにっていうか、うちの学園の生徒、もうほとんど知ってると思うよ？　すごい速さで噂うわさが広がったから」

「……ううう……」

　これではもう、学校中のほとんどの女子を敵にまわしたと言っても過言ではない。

「そ、それで……その、葉月くんは？」

　恐る恐る訊いてみる。

　葉月と顔を合わせる自信がまったくない。もしあれが現実で、またあんなふうに迫られたら、再度保健室送り──いや、場合によっては救急搬はん送そうされる自信がある。

　するとココナは「さぁ？」と首を振ってみせた。

「『俺がヒツジに付き添う！』とか頑がん張ばってたみたいだけど、『女子に男子の付き添いはいらない』って結局先生に追い払われて。代わりにあたしが来たんだ」

「…………。ごめん、ココナにはご迷惑おかけしました」

　ヒツジがぺこっと頭を下げると、

「うむ、感謝するがよろしい！」

　ココナはおどけて胸を反そらした。

「じゃ、そろそろ教室戻ろっか？」

「え……」

「『え……』じゃない！　いつまでも保健室に引き籠こもってるわけにはいかないでしょ？」

「それはそうだけど……」

「いくらなんでも授業中なら先生もいるし、滅めつ多たなことは起こらないよ」

「……休み時間は？」

「トイレにでも籠ってれば？」

「酷ひどひ」

「ほら、ぐちぐち言ってないでとにかく起きる！　さっさと教室戻るよ！」

　強引にココナに連れられて、ヒツジはトボトボ廊ろう下かを辿たどる。

　遠慮がちに教室の後ろの引き戸を開けると、授業を受けていた何人かが興味深そうにヒツジのことを振り返った。

　思わずココナの後ろに隠れ、目だけを出して自分の隣の席を窺うかがう。

　だが──射手矢葉月の席はもぬけのからになっていた。
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「あの子、ホイッスルを吹いたかな……？」

「持ってったのってあのホイッスルでしょ？　今ごろ目を白黒させていたりして～！」

　どの街にもない、そしてどの街にも存在する不思議な骨董屋。

　その店内に置かれたアンティークチェアに腰掛けて、ふたりの少女が話をしていた。

「ホイッスルの使いかたはその人次第。できれば有効に使ってほしいけど……」

「一歩間違えれば大変なことになるからね」

「ホイッスルに振り回されて、恋を叶えるどころじゃなくなるかも──って？」

「うん！　やっぱり心配になっちゃうよね」

　そこまで言って、ふたりは顔を見合わせる。

「……ねぇ、リンちゃん、ちょっと気にならない？」

　ツインテールの少女が言えば、

「……なるよ、ミク」

　ボブカットの少女がうなずく。

「あの子がどんなふうにホイッスルを使うのか、見てみたいと思うよね？」

「思う～！」

「じゃあ……」

「じゃあ？」

「ちょっと様子を見に行こうか？」

「行くっ！　行ってみよう！」

　ふたりは同時に立ち上がる。

　ミクが指バ揮ト杖ンを大きくひと振り。するとリンもろとも姿が消えて──後にはところ狭せましと置かれたもの言わぬ骨董品だけが残された。
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　結局、葉は月づきはいつまでたっても戻らなかった。

　それに伴いヒツジの一日も授業中→教室、休み時間→ワイドショーのインタビュアーのようなファンたちの猛もう攻こうから逃れるためにトイレ（一度はココナがつきあってくれた）というパターンで終わってしまった。

「彼、早そう退たいしちゃったんじゃないの？」

　ココナはあっけらかんと言ったが、会えなければ会えないで気になるのが人というもの。実げに理解しがたきは人の心である。

「……で、これから部活だけど、どうすんの？」

　あんたも退部？

　言げん外がいに訊きいてくるココナにヒツジは「保ほ留りゆう」と答える。

　葉月が退部したからといって、同じタイミングでやめれば周囲から白い目で見られるのは必ひつ至し。それだけは避さけたい。

「とりあえず今日は休もうと思って。身体からだの調子が悪いし」

　疲れた顔でヒツジが言うと、とたんにココナの瞳ひとみがキラキラと輝きだした。

「じゃ、ゲーセンつきあってよ！　太たい鼓このやつ、今すっごくハマっててさ！」

「……いや、あの、私、身体の調子が悪いってたった今言いましたよね……？」

「お願い！」

「悪いけど、そういう気分じゃないから」

　はっきりと断ればココナも無理強じいしてこない。

　どうにか家に辿たどりつき、バタリとベッドに倒れこむ。そのままヒツジは瞳を閉じ──あっという間に深い眠りに落ちたのだった。
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　なんだかんだと思い悩むことはあっても、太陽はまた地平線から顔を出す。

　非常に気が重いことこの上ないが、サラリーマンには会社が、学生には学校というものが待っている。それがこの世の習ならい──いや、高度に文明化された社会で生きる者の宿命さだめなのだ。

　一日たったら少しはマシになるかと思ったが、一晩置いたら昨日の出来事が鮮せん明めいにフラッシュバックするようになっていた。

　なにゆえあんなことをしたのか葉月に問いただしてみたいが、「そんなことあった？」の一言で切り捨てられたらなにも言えない。それに、そもそもヒツジ自身があれは夢だったのかもと疑っている部分があるのだ。本人が確信を持てないことをどうやって葉月に訊くというのか──？

（──ダメ。考えがまとまらないよ）

　ヒツジは軽く頭を振ると、革の鞄かばんに手を伸ばした。

　今日は葉月は来るだろうか？

　会いたいような、会いたくないような……。

　それは、今まで感じたことのない、なんとも複雑な気持ちだった。
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「おはよう、丘おか野の」

　意外なことに、朝一番に声をかけてきたのは葉月だった。少し早めに登校し、校門の前でヒツジを待っていたらしい。

「お、おはよう、葉月くん」

　なるべく自然にと思うのに、声が上うわずり心しん拍ぱく数すうが跳はねあがる。

「あのさ、今時間ある？」

「え……？」

「悪い、けどすぐ済すむから！」

　連れて行かれたのは校舎のすぐ裏、こんもり茂しげった木の陰かげだった。

　胸の前に鞄を抱いて、ヒツジは自然と身み構がまえる。

　葉月のほうから声をかけてくるような用件は、昨日のことしか思い浮かばない。

（つまりあれは、やっぱり現実だったの……？）

　歯の浮きそうな甘あま～いセリフや悶もん死し級きゆうのスキンシップの数々。そのどれもがヒツジの耐たい久きゆう力りよくをはるかに上回っていた。

　昨日は不意打ちだったためあっけなく主導権を握にぎられてしまったが、できれば今日は事の真意を知りたい。

　現実だったときの場合に備そなえ、家から学校までの間にヒツジだって考えたのだ。

　嫌がらせ説、いたずら説、ドッキリ説、国の災害対策本部もびっくりな周しゆう到とうさでそのときの防御方法と取るべきリアクションもシミュレーション。「実はウソでした」「罰ゲームで」「変なキノコを食べてその後の記憶がナッシング」──さぁ、どれでも来い！

「ごめん」

　……あっけなく謝あやまられた。

　そんな事態をまったく考えていなかったヒツジは硬こう直ちよくする。

「本当にごめん！　昨日の俺おれ、おかしかったよな。なんであんなことしたのか自分でもよくわからないんだ。でも、丘野には嫌な思いをさせたんじゃないかって、そればかりが気になって……。昨日は全然眠れなかった」

　葉月はぐっと拳こぶしを握り、決意の籠こもった口調で断言する。

「俺、もう二度とあんなことはしないから。約束する」

　見つめてきたのは真しん摯しな眼まな差ざし。信頼してほしいとその瞳が語っている。

　もう大丈夫。またいつもどおりの毎日が始まるのだ──。

　けれど、ヒツジの口から零こぼれたのは「よかった」という安あん堵どではなく、「え……？」というつぶやきだった。

　──もう、二度と。

　──あんなことは、しない……？

（……あ、あれ？　私、心のどこかで残念だって思ってる!?）

　思いがけない感情に自分自身が驚き戸と惑まどう。

　積極的に葉月に迫られ、心臓が爆発しそうだった。

　パニックを起こし、あの場から逃げ出したかった。

　それでも──。

（それでもってなに!?）

　流されるな自じ我が、欲よつ求きゆう──！

　警告を告げる音が脳内で反響する。

　今までどおり、そばで彼を見つめているだけでいい。

　見つめているだけで──。

（──本当に？　本当にそれだけでいいの？）

　葉月のぬくもりや優しいささやきを知った後で、すんなり元に戻れるのだろうか？

「ありがとう、丘野。俺の話を聞いてくれて」

　混乱するヒツジに気がつかず、笑顔で葉月は踵きびすを返す。

　けれどヒツジはなにも言えず、茫ぼう然ぜんと立ちつくすだけだった。







　一時間目が始まる鐘が鳴っても、ヒツジは動どう揺ようしたままだった。

『なんであんなことをしたのか自分でもよくわからない』

　葉月はそう言ったが、ヒツジもヒツジで自分の感情がよくわからなくなっていた。正直、今黒板で繰り広げられている数Ⅰよりも難解だ。

　無意識に葉月を見つめてしまうと、その気配に気づいた彼が不ふ思し議ぎそうにこちらを振り向いた。

　束つかの間ま目が合い、小さく微笑ほほえんでくる。

（はぅう……っ！）

　ぐわっと一気に体温が上がった。

（ダ、ダメ！　授業中に微笑みかけるとか、絶対ナシ！）

　身み悶もだえしたくても声をあげたくてもなにもできない。ただひたすら情動が過ぎるのを待つだけだ。

　顔を伏ふせ、膝ひざの上で両手を握ってうつむいた。手のひらにはうっすら汗あせ。

「──お？　丘野、おまえどうした？　気分でも悪いのか？」

　教師人生二〇年、数学科の木きの下したがゴムサンダルをペタペタ言わせてやってきた。

「ん？　顔が赤いな。熱でもあるんじゃないのか？」

　無ぶ遠えん慮りよに発せられた言葉が今は救すくいの神のようだ。

「ね、熱ですっ！　保ほ健けん室に行ってきます！」

　ガタガタッと派手な音をたててヒツジは椅い子すから立ち上がり、クラスメイトたちの視線から逃れるように教室を飛び出した。

　静まり返った廊ろう下かを足早に歩く。バカ正直に保健室に向かっているのに気づいて今いま更さらのように戸惑ってしまう。

　熱などあるわけがない。あるとすれば心のほうだ。

　見れば、手近な場所に女子トイレの表示。

（私、昨日からトイレに逃げ込んでばかりだな……）

　タイル貼ばりの部屋に入り、洗面台に手をついてうなだれる。仮け病びようで保健室を使うほど根性は腐くさってないが、だからと言ってトイレというのもやはり少しビミョーな気はする。

　皮肉な見方をすれば、どんなにシリアスに「悩む自分」を演出したくとも現実は現実。自分には女子トイレがちょうどいいということだろう。

　開いていた窓に視線を移せば真っ青な空。今日も気持ちがよさそうに白い雲くもがぷかぷかと浮かんでいる。

（どうしよう……）

　空を見上げて考える。

　以前も葉月と目が合えば赤面くらいはした。だが、さっきのは行き過ぎだ。身体が勝手に反応してどうしようもなくなる。

（葉月くん、昨日の自分はおかしかったって言ってたけど。おかしいのは私のほうだよ……）

　このまま教室に帰るのが怖い。

　葉月の隣となりに座るのが怖い。

　ところ構わずキョドる自分を彼やクラスメイトに見られたくない。

　かつて、幽ゆう霊れいや忍にん者じやと噂うわさされた自分は昨日今日のたった二日でいたずらに存在感をアップさせてしまった。それも、あまりよくない方向に。

　存在を無視されるのは悲しいが、あまりに目立ち過ぎると今度は面倒ごとに巻き込まれる可能性が高くなる。目立つにも人望とある程度の謙けん虚きよさが必要。それが、この現代日本をスマートに生き抜くための知恵なのである。

　そして、ありあまるほどの謙虚さはあっても人望など皆かい無むに等しいのがこの自分。すでに吹雪や葉月ファンには目をつけられ、今後数週間はやっかみ半分因いん縁ねんをつけられるに違いない。

　となると、これからしばらくは保健室登校ならぬトイレ登校が上策か？

（いやいや、んなことできるわけがないでしょ!?　頑がん張ばって教室に行く！　葉月くん見てもいちいち動揺しない！　しっかりしようよ、私──！）

　ダメダメな自分に叱しつ責せき。イエローカード！




　ピ────ッ!!




　ハッと我に返ったときには遅かった。

　無意識に吹いていたのはあのホイッスル。そこからまたもやハートが飛び出して、あれよあれよという間に窓の外へ！

「ど、どこ行くの～!?」
















　などと、必死で叫ぶヒツジの声が届くはずもなく。

　一分も待たず、廊下から足音が響いてきた。

　冷や汗が頰ほおを滝のように流れ落ちる。

（迷いのないこの足音、もしかしなくても葉月くん!?）

「ヒツジ、そこにいるのか!?」

（お、おまけに私の呼び方、いつのまにやら名字から名前になっちゃってるし！）

　しかも女子トイレの扉を開けて、今にも入って来そうな勢いきおいなのだ。

（それだけは！　どうかそれだけは！）

　──憧あこがれの人はなにゆえ憧れの存在なのか。

　かつて、そんな禅ぜん問もん答どうのようなものをココナと繰り広げたことがある。

　彼女によれば、それは『日常性の欠けつ如じよ』なのだそうで。

　憧れの人はげっぷをしないしおならもしない。

　もちろんするだろうが、そういう場面は見たくないと感情が否定する。

　となれば、当然、女子トイレに乱入などもあるはずがないわけで──。

　そんなことをすれば、憧れの存在はたちまちギャグキャラクターへと変身するのだ。

「い、今行く！　今行くから！」

　ヒツジは今シーズン最速を狙ねらう陸上選手もびっくりの勢いでトイレの扉にダッシュする。

　聖せいルシオラ学がく園えんの女子を代表して、彼の非日常性を守らねば！

　勢いよく扉を開けるとそこには息を乱した射手矢葉月が立っていた。

「……ヒツジっ！」

「むぎゅっ!?」

　抵抗する暇いとまもない。一瞬の間も置かず抱きしめられ、ヒツジは瞬しゆん殺さつ。

　──葉月を見ても動揺しない。

　そんな理性はあっけなく崩壊した。

「身体の調子は大丈夫？　心配したよ」

（あ、あわわわっ!?）

　すぽっと葉月の腕の中に入ったまま、ヒツジはジタバタしてしまう。

「お願いだからじっとしていて。もう少し、ヒツジのことを感じていたいから」

　どこをどうすればそういう単語が出てくるのか。

　思わずシリアスな雰囲気をぶち壊し、「ちゃんちゃん♪」と言ってこの場から退たい散さんしたくなる。

　けれど甘い言葉の攻撃は止まらない。

「ふふ……やっぱりヒツジはかわいいね」

　葉月の手が頭に伸のびて、愛いとおしむように髪を撫なでられた。

「ヒツジとこうしていると安心するよ……」

（わ、私は羞しゆう恥ち心しんでいっぱいいっぱいなんですけど!!）

　──校舎の一角で抱きしめあうふたりの男女。

　傍はたから見れば少女マンガのワンシーンだ。

　ヒツジも憧れていなかったと言えば噓うそになる。なのになぜ、素直に受け入れられないのだろう？　自分のキャラじゃないから？　それとも……？

「は、葉月くん、誰か来る！」

　とっさに頭に閃ひらめいた噓。

　腕の力が緩んだところで縛いましめの中からするりと抜け出す。

　ほっとしたのも束の間、

「ヒツジ、こっちだ」

　長くて形のよい指に手首を摑つかまれ、階段の踊り場へと連れていかれた。

　校舎の端の階段は普段からほとんど人けがない。

「ここなら誰にも邪じや魔まされないよ？」

　見降ろすような姿勢で微笑んでくる葉月は無む暗やみに自信に満ちて艶つやっぽい。

（ひょっとして私、墓穴を掘った!?　しかもいつもの葉月くんより二〇〇〇パーセント増しで色っぽいんですけど!?）

　爽さわやかスポーツ少年から、フェロモン系暴走男子へ。

　そんな彼から目が離せない。

　だがしかし、このまま流されてしまっていいのだろうか？

　混乱の中、せめてもの抵抗で言ってみる。

「朝、二度とこんなことはしないって言ったハズ……！」

「つまり？　俺におまえを諦めろと？」

「そ、そういうことじゃなくて……！」

「なら……続き、始めてもいい？」

「う、うきゃあああぁああっ!!」

　心の準備もそっちのけで、葉月の唇くちびるが首筋に触れた。

　少しひんやりとした、吸いつくような感触。

　うっかりすると腰から力が抜け落ちそうだ。

「なっ、ななな……！」

「──しっ、黙って」

　葉月の手がヒツジの口にあてられた。

「声をあげたら人が来るよ？　だからお願い、このままで」

　耳元でささやかれる熱っぽい言葉。

　サラサラとした前髪がヒツジのおでこに当たり、再度唇がゆっくり首筋へと近づいて行く。

（どどどうすれば！　いったいどうすればいいのっ!?）

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの大ピンチ。窮きゆう地ちに陥おちいったヒツジに救いの手は来るのか？

　──カラーン、カランカラン……。

　ふいに、一時間目の終了を知らせる鐘の音が鳴り響いた。

　ほんの刹せつ那な、葉月の注意がヒツジから逸らされる。

（逃げるなら今！）

　アクション映画さながらの身のこなしで素早く撤てつ退たい、後ろも見ずに猛もうダッシュ！

　そうして、ヒツジは今度こそ本当に逃げ出していた。
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　打ち終わった聖せいルシオラ学がく園えんの鐘の音が、長々と余よ韻いんを引いている。

「……ホイッスル、使ったの二度目だね」

「そろそろ普通のホイッスルじゃないって気づくかな？」

　階段の踊り場にある窓の外、大きく張り出した木の枝に、『恋愛成じよう就じゆの神様』がふたり並んで座っていた。

「ホイッスルの力に気づいたらどうなるかな？」

　リンがわくわく顔でつぶやけば、

「この先が楽しみだよね」

　とミクも言う。

「……にしても、この位置からだとちょーっと見えづらくなかった？」

「うん、もっと近くで見たかったよね！」

「じゃあ……」

「じゃあ？」

「次はもっと近くで覗のぞいちゃう？」

「する！　そうしちゃおう！」

　ふたりは木の枝の上に立ち上がる。

　ミクが指バ揮ト杖ンを大きくひと振り。するとリンもろとも姿が消えて──後には風にざわめく大たい木ぼくだけが残されたのだった。
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「──もったいない」

　さく、ぱりっ。

「なんでそのままイチャイチャしなかったのよ？」

　さく、ぱりっ。ごくん。ごそごそ。

「あ、ポテチもうないわ」

　──放課後、美術準備室の一角で。

　ヒツジはココナに葉月との一件を相談していた。

　時につっかえ、時に赤面し──。

　だが、必死の思いで打ち明けた結果がこれである。

「も、もったいないって……っ！」

　バンッと両手を机について立ち上がろうとしたところを「あ、静かにして」の一言で止められる。

「隣、美術部使ってるから。先輩たち、展てん覧らん会かいに向けて頑張ってんのよ」

　ココナはこれでも美術部所属。幽霊部員一歩手前の状態らしいが、話すとおもしろい後輩としてそれなりにかわいがられているらしい。

「だから、冷静に考えてみなよ？　あんた、射手矢葉月のことが好きなんでしょ？　で、告白してつきあうことになったら最終的にどうなる？」

「どうなるって……」

「あーんなことやこーんなことをするかもしれないじゃん？　なんで拒きよ絶ぜつするのかわかんないんだけど」

「い、いや、でもまだ告白したりとかしてないし！」

「ひとっ飛びでそういう状態になっちゃったのが気に食わないわけ？」

「気に食わないんじゃなくて、理解できないんですけど……！」

　今日の朝と一時間目と。葉月の様子はキャラ崩壊もいいところだ。真ま面じ目めな爽やか系と、ヒツジに下心丸出しで迫ってくるフェロモン系と──。とてもでないが同一人物には思えない。

「まぁたしかに、告白もなしに手を出してくるのは射手矢葉月の流りゆう儀ぎじゃないわな」

　ふたつ目のポテチの袋を開けながら、ココナが首を捻ひねる。

「でしょでしょ？　それで……ひとつ気づいたんだけれどね、笑わないで聞いてくれる？」

「ん？　なによ？」

「これ……」

　ヒツジは胸に下げていたホイッスルを目線の高さに摘つまんでみせる。

「……えーと？　ただのホイッスルよね？　それが？」

「魔法のホイッスルかもしれない……」

「ま、魔法!?」

「たぶん、これを吹いたせいで葉月くんがデレデレ状態になったんだと思う。めちゃくちゃ恥ずかしいセリフを言って、キ、キスとか首にしてきたりして……！」

　とたん、ココナが机を叩たたいて爆笑した。

「ぶっ!?　あはははは！　なにそれ？　それ吹くとスイッチ入るみたいに人格が変わっちゃうわけ？　しかも今さらだけど、あの射手矢葉月がデレデレに……うん、改めて想像したらおもしろすぎだわ～！」

　ドン！

　あまりにココナの声が大きかったのだろう。準備室の扉が反対側から叩かれた。

「コ、ココナ！　し～っ！」

　ヒツジは慌てて顔の前に指を立てる。

「静かにって言ったのココナでしょっ？　それに笑わないでって言ったのに！」

「そりゃ『笑わないで』って言われたけどさ、あたしは『わかった』とは言ってないもん」

「なにその屁へ理り屈くつ……！」

「いや、あはは、ごっめん！　あたし的にツボだったからさ！」

「……まぁ、いいけどね……」

「で？　続き続き！　今度は真面目に聞くからさ！」

「絶対だよ？」

　気を取り直し、ヒツジは再度説明を始める。

　──自分でも信じられないが、ホイッスルを吹いた瞬間無数のハートが飛び出したこと。

　──その直後、人が変わった葉月に猛もう烈れつなアタックをされたこと。

　ココナは静かに聞いていたが、話が終わるとさっきとは打って変わった難しい顔で腕を組んだ。

「つまり、そのホイッスルがすべての元げん凶きようってわけね？」

「たぶん……。歯の浮くようなセリフや行き過ぎたスキンシップをしてきたのって、二回ともホイッスルを吹いた後だったから」

「へぇ、行き過ぎたスキンシップねぇ……？　ほんとはうれしかったくせに☆」

「あ、あのね！　話を混ぜっ返すの禁止！」

「はいはいっと。真面目過ぎて冗談も通じないんだから」

　ココナは笑って話を戻す。

「それじゃあ、そのホイッスルが魔法のホイッスルだとしてだよ？　いったいどこで手に入れたの？」

「それが、初めて行った骨こつ董とうのお店なの。タダであげるって言われて。くれたのは、私にしか見えない人だった……」

　最後のほうは自然と声が小さくなる。

　──自分は妙なことを言っている。

　それくらいの自覚はヒツジにだってもちろんある。さすがのココナにも引かれてしまうだろう。

　だが、逆に食いついてきたのは彼女のほうだった。

「あんたにしか見えない人っ!?　も、もしや……。ねぇ、それっていったいどういう人だった？」

「とりあえずふたりいて、鼓こ笛てき隊たいみたいな格好で──」

「ふたり？　鼓笛隊みたいな格好!?　ま、まさか！」

「まさか？」

「『恋愛至上主義』とか『教育的指導』って襷たすきを掛けてた？」

「うん！」

「こ、これは──。も、し、や……もしやしなくても……！」

（なんだろう？　ココナの知り合いとか？）

　ヒツジが黙って待っていると、彼女はその場に立ち上がり、

「それ、最近この町で噂うわさになってる都市伝説！　通称『恋愛成就の神様』だよ！」

　ビシッと指を突きつけてきた。

「恋愛成就の神様？」

　神様というより奇抜なファッションに身を包んだモデルばりの美少女たち、といった雰ふん囲い気きだったが……。

　ヒツジが首を傾げてしまうと、ココナは不満げな顔になった。

「あんた、もしかして知らないの？」

「うん！」

「たしかに、噂とかには疎うとそうだもんね……」

「ココナが単に、オカルトとかにくわしすぎるだけだと思うんだけど……」

　言って、手の中のホイッスルを見つめてみる。

　つまりこれは、恋愛成就のホイッスル、ということになるのだろうか？　そう言えば手渡してくれた少女は「恋のお守り」と言っていたが……。

「噂だと、恋愛成就の神様は恋に悩む人限定で現れるらしいよ？」

　ココナが得意そうに話をつけたす。

「恋に悩む人……」

　たしかにあの日、自分は葉月との仲で悩んでいた。だから、あのふたりを自分だけ見ることができたのだろうか？

「それ、初めて行った骨董の店でもらったんでしょ？」

「うん、ふたりを追っていったら辿たどりついて」

「よし、じゃあ決まり！　その店、も一度行ってみようよ」

　ぱちんと大きく手を叩き、ココナが「よっこらしょ」とおばさんくさい声を出して立ち上がった。

「え？　行くの？」

「だってそのホイッスル、ちゃんとした使い方を知らないんでしょ？　だからも一度お店に行って、使い方をレクチャーしてもらえばいいじゃん！」

「あ……、そ、そっか！　なるほど！」

　悩んでいたヒツジの顔が一気にぱぁっと明るくなった。

　──取トリ説セツがなければ直接聞きに行けばいい。

　そうすればこのホイッスルをいくらでも正しく有効活用できるだろう。

「すごい、すごいよココナ！」

「ふっふっふ……。それじゃあヒツジ、出かけるよ！」

　言葉よりも早く、ココナはドアに手を掛けていた。
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　ふたりで夕ゆう暮ぐれの商店街を歩く。

「あれ……？　たしかこっちの裏通りのハズなんだけど……」

　人ひと混ごみの中を彷徨さまよいながら、ヒツジは首を捻ひねっていた。

「ちょっと古めかしい感じの、趣おもむきのある建物で……。もう一度見ればすぐ思いだすと思うんだけど」

「ほんとにこの道なの？」

「うん、土手から追ってきたからここでいいと思う」

「……う～ん」

　そんなこんなで三〇分ほど探してみたが、目的の店は見つからなかった。電柱に看板、ポリバケツ──どこの街にも普通に見掛けるものがあるだけだ。

「なんでかな……？」

　困り果てたヒツジが言うと、

「たぶんこれ、よくあるお約束ってやつじゃない？」

　ココナが苦笑いで返す。

「お約束？」

「そう、一度訪れたら二度と行けない、みたいな？」

「──う」

（そうと知ってればあのときいろいろ聞いておいたのに……！）

　だが、時すでに遅おそし。

　誰だって見た目がごくごく普通のホイッスルを魔法のアイテムだとは思わない。

「どうしよう？　このあたりで帰ろうか？」

　力ないヒツジの言葉にココナも「そうだねぇ」と頷きかえす。

　と──

「……あ、ヒツジ、ちょい待ち」

　歩き始めたヒツジの背中に声が落ちた。

「ん、どうかした？」

「そのホイッスル、ちょっと見せて。もしかしたら使い方の手掛かりがあるかも！」

　ヒツジが渡したホイッスルを、ココナは矯ためつ眇すがめつ目の前にかざす。

「……なにかわかった？」

　注意して見たことはないが、これといった特徴はなかったはず。くるくると角度を変えるホイッスルが夕日に照てらされキラキラ光る。

「ん？」

　ふいにココナの動きが止まった。

「なに？　なにかあったの？」

「こ、これは……！」

　隣で興きよう味み津しん々しんのヒツジを無視し、ホイッスルの一点にゆっくり顔を近づけていく。

「なにか小さく彫ってある。えーと、これってローマ字？　Ｉ……じゃなくてＬか。……わかった、ＬＵＳＴだ」
















「ラスト？　最後って意味？」

　あんまりいい意味じゃないなぁとヒツジが考えていると、

「ＬＡＳＴじゃなくてＬＵＳＴ！　『色欲』って意味！」

　すぐさま訂てい正せいされてしまった。

　それにしても、色欲とは……。

「ねぇ、色欲ってなんだっけ？」

「……あんたねぇ……。うちの学校、とりあえずキリスト教系なんですけど？」

「でも私、クリスマスにはケーキ、大みそかには除夜の鐘、お正月は神社に初はつ詣もうでに行く無宗教な人間だから……」

「そうじゃなくて！　とりあえず週一でキリ教の授業があるでしょ？　そこで先生が言ってたじゃない、人の罪の源みなもと、『七つの大罪』っての！　色欲はそのうちのひとつなの！」

「ごめん、全然覚えてない」

「もう……！　他に傲ごう慢まん、憤ふん怒ぬ、嫉しつ妬と、怠たい惰だに強ごう欲よく、暴ぼう食しよくってのがあるんだけど──本当に覚えてない？」

「うん……」

　いい加減なココナが珍しく授業を聞いていたのも驚きだが、七つの大罪とやらがホイッスルに刻まれていたのも意味深な気がする。

「それで、色欲ってのはつまり……」

　改めて訊くと、

「ん～、ぶっちゃけ性欲？」

「ココナ、ぶっちゃけ過ぎ!!」

「いやだってそれ以外にどう言えと？」

「もっとオブラートに包んでよ！」

　叫びながらも思わずあたりを見回してしまう。天下の往おう来らいで花も恥はじらう女子高生が『色欲』だの『性欲』だのと大声でしゃべるのはどうなのか。

　問答無用でココナの袖そでを引っ張って、人けのない一角へと引きずりこむ。

「つまり、このホイッスルには色欲の魔法がかかっているわけ？」

「なんだ、やっぱり知りたいんじゃん」

「だ、だって……！」

「あー、はいはい。たぶん、今までの傾向から察さつするに、ホイッスルの持ち主がこれを吹くと、相手にものすごい勢いで求められる──とかじゃないのかな？」

　──ものすごい勢いで求められる。

　その表現はココナ的に配はい慮りよした結果だろうが、ヒツジは真っ赤になってしまう。

　だがその先を知りたい。純じゆん粋すいな好奇心に抗うことはできないのだ。

　……ごくり。

　無意識に唾を飲み込んでから訊いてみる。

「た、たとえば……？」

「たとえば、保健室のベッドに押し倒される、とか？」

「な、生々しい！　生々しすぎる！　葉月くんはそんなことしないから！」

「でもありえないことはないんじゃない？　相手はごくごく健康的な普通の男子高生だし」

「葉月くんは私にとっての救メ世シ主アだよ？　救世主は絶対そんなことしない！」

　彼がいたから灰はい色だった学園生活に色がついた。毎日胸をときめかせることができた。

　そんな自分の救い主は、できれば清く正しく美しいままでいてほしいのだ。

「なんだか勝手な理想だなぁ……」

「妄もう想そうじゃなくて、そもそもそういう人なの！」

「ふ～ん？」

「だって、ホイッスル吹いてもその……保健室のベッドでってことはなかったじゃない!?」

「まぁ、奥手なあんたがホイッスルの持ち主だから？　色欲の効果も薄うすかったのかもしれないけどさぁ」

　ココナはやれやれとばかりに一度息をついてから、

「それで？　結局どうするの、それ？」

　と訊いてきた。

「どうするのって？」

「それ吹くと射手矢葉月は自動的にあんたを求めてやって来る。でもあんたは射手矢葉月にそういうことを求めていない。……意味、なくない？」

「…………」

「いっそのこと、捨てちゃえば？」

　ちょっと意地悪そうにココナが笑い、ヒツジの胸のホイッスルに手を伸ばす。

「ダ、ダメ！」

　瞬間、ヒツジは無意識に手を払うと飛びのいていた。

「ほ～？　どうしてダメなのかなぁ、ヒツジさん？」

　一歩ヒツジに近づいて、ココナがおもしろそうに目を細める。

「だ、だって、誰かに拾われて悪用されたら嫌だし！」

「じゃあ、あたしが大事に持っててあげようか？」

「そ、それもダメ！　ココナを信用してないわけじゃないけど、最初にもらった私が責任を持って保ほ管かんしないと！」

「……へ～？　そうですかぁ」

　頭の後ろで手を組んで、ココナが棒読みでつぶやく。

「ココナ、ひょっとして私のことからかってる？」

「からかってなんかないよ。ただ、あんたがどうしたいのか知りたいだけ」

「とにかく！　これは私が持ってるから」

「は～いはい♪」

　ココナの含み笑いにいささかの居心地の悪さを感じながら歩き出す。

　なぜか急に、首に掛けたホイッスルが重たくなった気がした。
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　聖ルシオラ学園の制服姿が道のむこうにどんどん小さくなっていく。

「……ふぅ。行った行った。どうにかバレずに済すんだね」

「うん。わたしたちのお店は行きたいときに行ける場所じゃないからね」

　道端のふたつのポリバケツ──もとい、ポリバケツの中に潜んでいた通称『恋愛成就の神様』はこそこそと言葉を交わしていた。

「さっそくホイッスルを使い続けるかどうか悩み始めてたね」

「今度の持ち主は真面目ないい子なんだよ、きっと」

「でも、誘惑に負けそうだったよ？」

「好きな人に猛もう烈れつにアタックされたら誰だってよろめいちゃうよ」

「それが本当の愛じゃなくても？」

「愛じゃなくても」

「………………」

「………………」

　しん、とふたりの間に沈黙が流れる。

「ところで……」

「ん？　なぁに？」

「さっきから野良犬くんが、わたしたちのまわりをうろうろしているような気がするんだけど……」

「そう言えば。クンクン臭においも嗅かいでるね。ちょっとかわいいかも」

「……つまり、なんだか危あやうい気分がするのはわたしだけ？」

「え？」

「あ、今後ろ足を上げ……っ！」

「た、退たい避ひ～！　今すぐ退避～っ!!」

　今まで街の一風景と化していたポリバケツから人間の足がポンと跳び出し、夕暮れの街へと走り出す。

　後日、これがもうひとつの都市伝説、『走るポリバケツ』になるかどうかは──神すらも知らない。
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　その夜。

　ベッドに入ったヒツジは寝つけなかった。

『それで？　結局どうするの、それ？』

　ココナの言葉が頭の中で反響している。

　自分が手に入れたホイッスルは色欲のホイッスル。葉月をそういう気分にさせて、自分に興味が向くよう仕向けるものだ。それは感心できる行為ではない。

　でも、もし使うのをやめたとしたら──？

　葉月は二度と、自分に親しげに声をかけたり触れたりしてくれないのではないか？　彼が数多あまたのファンに囲まれ、楽しそうに笑っているのを遠くから見つめるだけになるのではないか？

　それは、あまりに悲しい。

（でも私はファンの子みたいに積極的じゃないし。如月さんみたいに強くもないから……）

　毛布を被かぶってため息をひとつ。

　今すぐ性格を変えることなど不可能に等しい。普通の子のように明るく積極的な性格になるなど夢のまた夢。

　もそもそと寝がえりを打つと、パジャマの下のホイッスルが素す肌はだに当たった。

　魔法の力を持った不思議なホイッスル。息もできないほど抱きしめられたり、首筋にキスを落とされたり──。

　葉月とのあれやこれやを思い出し、思わず身体が熱くなる。

（……まじめでやさしいところも素敵。でも、積極的な葉月くんも悪くなかったかも……）

　もちろん、そんな恥ずかしいこと、死んでもココナには言えないけれど。

　このまま葉月に忘れられ、「幽霊」や「忍者」に逆戻りするくらいなら、少しくらい強引に迫られるほうがよっぽどいい。

　それに、ココナも言っていたではないか。『奥手なあんたがホイッスルの持ち主だから、色欲の効果も薄かったのかもしれない』と。いくらなんでも押し倒されるような危険はないだろう。

（だから……もうちょっとくらい、ホイッスルを持っててもいいよね？）

　誰にともなく心の中でつぶやいて、ゆっくりと瞳を閉じる。

　ゆるゆると眠気が襲ってきて、ヒツジは深い眠りへと落ちていた。
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　──ホイッスルを捨てたりしない。大事に自分が持ち続ける。

　そう決めたヒツジの心は軽かった。

　これは奥手な自分に神様がくれたプレゼント。使ったところで疾やましい気持ちになる必要などないのだから。

　なにごともなく午前の授業が終わり、待ちに待った昼休み──

「射い手て矢やくん、一緒にお昼食べようよ♪」

「お弁当作って来たの☆」

　語尾に音おん符ぷや星を散ちらして女子グループがやって来た。制服のリボンの色からすると一年上の先せん輩ぱいたちだろう。

「俺おれはいいです。購買に行くので」

「え～、そんなこと言わないで☆」

「後輩なんだから、素直に言うこと聞く聞く☆」

　彼女たちのまわりにだけ、キラキラとした光が躍おどっているような状態である。

「……よーやるねぇ。本人の迷惑も考えないで」

　机に頰ほお杖づえをついたココナが手にしたおむすびを齧かじりながらぼやく。

　ちなみに彼女の昼食は、学園前で好こう々こう爺や然ぜんとしたおじいさんが奥さんと仲良くふたりでやっている店で買ったものだ。今日のメニューはバクダンおにぎり。運動部の男子まっしぐらな大きさなので早々に売り切れることも多い。

「あれ？　あんたお昼は？」

　まだなにも机に広げていないヒツジを見て、ココナが不ふ思し議ぎそうに訊きいてくる。

「えーと、その、今日は私、いいや」

「いいって？　食べないの？　もしかしてダイエット？」

「そ、そういうわけじゃなくて……とにかくお昼は一緒に食べられないから！」

　友達の不ふ審しんげな視線を振り切り、ヒツジは外へと飛び出した。

　人けのない裏庭まで来ると、胸元から例のホイッスルを取りだす。

（使っても……いいよね？）

　ドキドキと心臓が鳴っている。

　骨董屋でこれをもらったとき、ふたり組が悪戯いたずらっ子のような笑みを浮かべていたのを思い出した。

　それはつまり、こういう事態になることを予想していたわけで……。

（それでも使っちゃえ～ってことだよね!?）




　ピ────ッ！




　ホイッスルの音が響いたとたん、予想どおりにピンクのハートが現れ校舎に向かって飛んでいった。

「──ヒツジ」

「葉月くん！」

　緑の木の下に佇たたずむ葉月はそれだけで一枚の絵画。陽よう光こうを照り返して穏おだやかに微笑ほほえむ姿はまるで物語に出てくる王子のようだ。

「えぇと、葉月くん。一緒にお昼、どうかな？」

　おずおずとランチボックスを差し出すと、

「もちろんだよ。ふたりでここで食べようか」

　どこから持ってきたのかレース地でできたふかふかのクッションをクローバー畑に置いてくれる。

「どうぞ、お姫様」

（お、お姫様って……！）

　くらっと目眩めまいを感じてヒツジは慌あわてて足に力を込める。

　まだなにもされていないのに……。些さ細さいなことに動どう揺ようしているようではもったいない。

　意を決して腰を下ろすと、

「もっとこっちに」

　無意識にクッションから離れた場所に座ってしまったらしく、すぐ隣となりを指定された。

「俺の肩に寄りかかってもいいから。いや、できればそうしてくれるとうれしい」

（そ、そんなんじゃ恥はずかしくてなんにも喉のどを通りませんから！）

　心の中でぶんぶんと首を振るが、彼の手がやさしく肩にまわされ強引に引き寄せられてしまう。

「ふふ、それじゃあ食べようか？」

　耳元で葉月の楽しそうな声。

　ヒツジもサンドイッチを口に運ぶが、緊張のあまり味がまったくわからない。

「おいしいね。俺のために作ってきてくれたの？」

「う、うん……」

　時々なにかを訊ねる葉月にうなずくくらいで、後は葉ずれの音や鳥の鳴き声が響くばかり。

　せっかくふたりでいるのにヒツジには話題が見つからないのだ。

（あれもこれも話したいっていっつも思っているのに！　キンチョーしちゃって思い出せないなんて！）

　と──

　くすっと葉月が笑った。

「苺いちごジャム。頰についてる」

「え、ヤダ！　どこ？」

　慌てて取ろうとするが、鏡かがみがないため闇やみ雲くもに手を動かしてしまう。

　そんな不器用なヒツジを見かねたのか、葉月が「じっとして」と声をかけてきた。そうして、横から覗のぞきこむように顔を近づけたかと思うと頰にキス。

「っ!?」

「ごちそうさま」

（ごちそうさまって!?）

　ヒツジは思い切りうろたえるが、葉月は決して悪びれない。「とってもおいしかったよ？」などとおどけてみせる。

　その、艶つやっぽい笑顔──。

（うわ、こんな顔もするんだ！）

　初めて見る表情に鼓こ動どうがさらに高たか鳴なった。もしかしたら、あの吹雪ふぶきでさえ見たことがない顔かもしれない。

（し、幸せ……！）

　ぼうっと幸せを嚙かみしめていたら、「どうかした？　食欲ないの？」と心配されてしまった。

「よければ俺が食べさせてあげようか？　……ほら、あーん♡」

「えっ!?　い、いいですいいですっ！」

　葉月のレアな顔だけですでにおなかがいっぱいだ。

「それより、葉月くんが好きなもの、教えて？」

　もしまたふたりでお昼を食べることがあるなら、レパートリーは増やしておきたい。カラアゲや卵焼きなら自分でもどうにかできそうだ。

　しかし、葉月は一瞬の迷いもなく、

「そうだね、カレーかな？」

「カレー……？」

「うん」

　お弁当にするには至し難なんの業わざ系メニューを言い切った。

「カレーは……持って来るのに大変かな……」

「だったら俺と食べに行かない？」

「え？」

「ほら、ヒツジの中学の近く。いつだったかカレー屋があるって話、したよね？」

　葉月はなんだかうれしそうだ。

「あそこ、すっごくうまいし、なによりマスターがいい人でさ。試合にボロ負けしたとき奢おごってもらったあの味は、一生忘れられないよ。楽しいときも辛いときも、あのカレーの味とセットっていうか……。だからいつかふたりで行こう。絶対だよ？」

　そのまま話が弾み、気づけば葉月のランチボックスはいつのまにか空になっていた。

「そうだ！　デザートもあるの」

　ヒツジがもうひとつのランチボックスを開けてみせると、葉月の顔がわずかに曇くもった。

「リンゴ？」

「うん。うさぎの形に切ってみたの。もしかしてリンゴは嫌い？」

「いや、リンゴは好きだよ。好きだけど……」

「けど？」

「デザートは、君がいいな」

（………………………へ？）

　言葉の意味を察さつする前に、葉月の両手がヒツジの背中にまわされた。そうしてぎゅっと抱きしめられる。

「あ、あの、葉月くん!?」

　いきなりの展開にヒツジは上ずった声を出すのみだ。

　いや、前回、前々回のように硬直したり混乱したりを免まぬかれているだけ進歩があったとみるべきか。

「あ、あの、こんなところでこういうことは……！」

「じゃあ、こんなところでなければいいってこと？」

「ち、ちがっ！」

「なら問題ないよね」

　ああ言えばこう言う。色欲のホイッスルの効果が葉月にじわじわ表れているようだ。

　身体からだを捻ひねって逃げようとするも、そのままクローバー畑に押し倒される。

　思わず閉じたまぶたを開ければ、目と鼻の先、覆いかぶさるようにして葉月の顔があった。

　その顔がゆっくり近づいて、躊躇ためらいもせずに口づけしようとしてくる。

（うわぁああっ!?）

　これではココナが言ったとおりではないか！




　わーにん！　わーにん！




　頭の中で赤せき色しよく灯とうがまわり始める。

　早く押しのけなきゃと思うのに、なぜか身体が動かない。

　おまけに、

（いっそこのままだったらどうなっちゃうの……!?）

　そんな思いも渦うず巻まいて。

『来た～っ！　うれし恥ずかし強引展開っ！』

　脳内人格のサツキさんが黄色い悲鳴をあげる。

『こうなったら行きつくとこまで行っちゃうべきですっ！』

『は？　行きつくとこっていったいどこだよ？』

　カズマさんが冷静に突っ込むと、

『ヤダぁ！　それを私に言わせる気ですか～！』

　サツキさんは身み悶もだえし、

『カズマさんたら、えっち☆』

『はぁ!?　えっちぃ？　オレはもう少し行動を慎めって言ってんだよ！　相手は男子高校生、一皮むけばデンジャラスアニマルなんだぞ!?』

『え、なんですか、その〝デンジャラスアニマル〟って……！　きゃはは、おっもしろ～い！』

『だぁらサツキ、そこは笑うところじゃねーっ！』

『えー、お二方、発言してもよろしいでしょうか？』

　日ひ和より見み主義者の桶おけ狭はざ間まさんが手を挙げる。

『このまましばらく様子を見て、その後判断するというのは……』

『ア、アホかぁ～っ!!　んなことしたら完全に相手の思うツボだろーがっ!!』

『きゃ～ん☆　流されるまま大人の階段登っちゃうわけですね！』

『流されるままとか、いいわけねぇだろ！』

『いいで～す！　大だいさんせ～い☆』

『ダメっつったら絶対にダメ～ッ！』

『……しばらく様子を見てみましょう』

　頭の中は大パニック。

「……抵抗、しないんだ？」

「えっ？」

　ハッと我に返ったときにはブラウスのボタンに葉月の指が掛かけられていた。

（きゃああ！　だから葉月くんはこんなんじゃない！　こんなんじゃないんだってば！　それにその、心の準備というものが──！）

　今さらのようにジタバタすると、葉月の指がぴたりと止まった。

　やさしくヒツジを見下ろしながらひとこと、

「……やっぱりやめようか？」

（え？）

　まさに急転直下。

　心に湧わいたのは「よかった」という安あん堵どの思いと、「どうして？　やめないで」と願うふたつの気持ち。

（──て！　なんで「やめないで」なの!?）

　ここは普通、「さっすが私の葉月くん☆　どんなときでも理性的♪」と喜ぶべきところではないのか。

　清く正しく美しく。射手矢葉月は一いち時じの感情に流されたりはしない。そう称しよう賛さんするところではないのか？

　──なのに。

（どうかしてる、どうかしてるよ私……！）

　まさかホイッスルの影響が自分にも出始めたのではないだろうか？

　だとしたら怖い。もしこのままホイッスルを吹き続けたら、この先どうなってしまうのだろう。

「はい、摑つかまって」

　葉月が先に立ち上がり、ヒツジに手を差し伸べてきた。

「い、いい、いい！　自分で立てるから！」

　不自然な勢いで断ると、葉月が小さく首を傾かしげた。

「いきなりどうしたの？　……あ、ごめん、もしかして続きを期待してた？」

（つ、続きを期待！）

　その言葉に顔から火事レベルの炎を噴ふきだしそうになった。

　──いっそこのままだったら、とか、やめないで、とか。

（ひょっとして私の感情悟さとられまくり!?）

　自分が破は廉れん恥ちな人間ということがバレてしまった。事と次第によってはこのままここで逝いきたくなる。

「……すみません。私はあなたにふさわしくありません。実家に帰らせていただきます」

　ほとんどオートで意味不明なセリフをつぶやき、一気に立ち上がると回れ右。

　その腕を葉月が慌てて握ってくる。

「待って。お願い、拗すねないで」

　恥ずかしさで目を上げようとしないヒツジの耳に口を寄せ、

「だって、これ以上進むとデザートじゃなくてメインディッシュになっちゃうからね」




　──ぷっしゅ～～～～っ！




　もはや火事では済まされない。頭の中では活火山が水蒸気爆発、瞬時に沸ふつ騰とうした水が頭から蒸気となって勢いよく噴きだす。

　──デザート。

　──メインディッシュ。

（私のこと、積極的に食べちゃうスタイル……!?）

　葉月がなにを望んでいるのか、自分はなにを待っているのか──。

「ヒツジ？　どうしたの？　え、視点が定まってないんだけど……！」

（もうダメ。なにも考えられない！）

　全身から力が抜けて、ヒツジはくたりとその場で膝ひざをついていた。
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「いよいよ盛り上がってきたね、ミク！」

「そうね、リンちゃん。ここからが正念場よね！」

　誰もいなくなった裏庭でこそこそと声がする。

　声の主は大たい木ぼく──ではなく、お遊ゆう戯ぎ会かいさながらの着ぐるみに身を包んだ『恋愛成じよう就じゆの神様』だ。

「これからどうなるかな？」

「使い続けるか、それともやめるか……。究きゆう極きよくの二者択一よね」

「どっちにしろ、悔くいがないよう選んでほしいけど。どうせならおもしろいほうがいいよね！」

「もう、リンちゃんたら……」

　ミクが苦笑し、「ところで」と真剣な顔になる。

「この着ぐるみ、とってもよくできてるよね……」

「うん！　両手を広げてみせれば枝って感じだし、根元の部分も足首まですっぽり覆おおい隠かくしてるから本格的だね！」

「……つまり、なんだか危あやうい気分がするのはわたしだけ？」

「え？」

「だってこれ、指の部分がないし、歩けるようにもできてないから。……はっきり言えば、独ひとりで脱げないの」

「えぇえ～～っ！」

「あっ、リンちゃん、暴れたらダメ！　転んだら立てなく……きゃあっ!?」

「ミ、ミク──っ!!」

　──数十分に及ぶ奮闘の末、茂みに隠しておいた指バ揮ト杖ンで中のヒトだけ瞬間移動。どうにか脱出に成功したが……。

　その後、学園の裏庭では、折り重なるように捨てられている着ぐるみが発見され、翌日の朝礼で「不法投とう棄き禁止」が呼びかけられるようになった結末を──神たちは、知るよしもない。
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　──このままホイッスルを使い続けてもいいのか？

　放課後、ヒツジは悩んでいた。

　ココナには「ほらやっぱり！」と意地悪く笑われそうだが、さすがに怖くなってきた。

　葉月に好かれるのはうれしい。けれど素直に喜べない。自分も変わってしまいそうで怖いのだ。

（これ以上先に進めない……というか、進んでいいの!?）

　今まで未み遂すいで済んでいたが、次こそはヤバイ。自分に恋愛経験がないから戸と惑まどうのか、それともこれは異常だと本能が気づいているからなのか。

　身みも蓋ふたもない正論を吐はいてしまえば、魔法の力で葉月に好かれようと思うこと自体が誤あやまりなのだ。

（わかってる。それはよぅくわかってるんだけれど……！）

　地味で存在の薄い自分がファンや如きさ月らぎ吹雪に太た刀ち打うちできるはずもない。それは、何なん万まん遍べん考えても揺るがない事実だ。

　だから神様が哀あわれに思い、ホイッスルを授さずけてくれた──。

（ということは、いくらホイッスルを使っても大丈夫。そう決めたはずなのに！）

　ため息をつきながら人影もまばらな廊ろう下かを通り、下げ駄た箱ばこまでやってくると、きゃいきゃいとはしゃいだ声が聞こえだした。

「ね、一緒に帰ろうよ！」

「部活もないし、いいよね？」

「わたしたち行きたいお店があって。つきあってくれたらうれしいな～」

　物陰から隠れて見れば例の三人組。その中心には葉月がいる。

「俺、用事があるから」

　そう言って断る葉月が少し苛いらついて見えるのは気のせいだろうか？　強引な相手に辟へき易えきしつつも、女性は丁てい寧ねいに扱うべきという意識に囚とらわれているのかもしれない。

（だったら私がホイッスルを吹いちゃうとか？）

　例えば、今すぐホイッスルを吹いたとしたら。葉月はなんの躊躇ためらいもなく三人を振り切るだろう。もちろん、その後でヒツジとイチャイチャするというおまけつきだが。

（いやいや、これは立派な人助け！　下心とかそういうのは一切ないから！）

　でも、いったいどこで吹く？　人に見られない場所を──と周囲を見回した瞬間、ヒツジは「ぎゃっ!?」と小さく悲鳴を漏もらしていた。

　いつからそこに立っていたのか、自分の真後ろに冷れい徹てつな目をした女王様が立っていたのだ。

「き、如月さん!?」

「どいて。邪じや魔ま」

　吹雪は軽くヒツジを押しのけ、つかつかと四人の前まで歩み出る。

　腕を組んで顎あごを反そらし、

「暇ひまそうね、葉月」

　とたん、葉月の顔がますます不快そうに顰しかめられた。

「ずいぶんな言い方だな。吹雪」

「そうかしら？　こんなところで油を売ってるくらいなら、サッカー部に戻ったほうがいいって忠告しに来てあげたんだけど？」

「……ちょ、ちょっとなによ、如月さん！」

「わ、わたしたちが話してるんだから、少しは遠慮してよね！」

「いきなりやって来て横取りしないでよ！」

　ぎゃーぎゃーとわめきだした三人を、吹雪は虫でも見るような目つきで見返す。

「あなたたちこそなに？　今わたしが話しているの。さっさとどこかに行ったらどう？」

　まさに安定の女王様クオリティー。

　吹雪のひとことで場がしんと静まり返る。

「……な、なによ」

「失礼過ぎ！」

「なんかすっごく感じ悪い……！」

　三人はぶつぶつ言いながらも葉月の前から離れていった。

　だが純粋に悔くやしいのか、それとも諦あきらめがつかないのか、少し離れた場所からふたりの様子をチラチラ見ている。

「さて、と」

　吹雪は長い髪をふぁさっと搔かきあげ、小さく息をついてから話しだした。

「ねぇ葉月。いい加減サッカー部に戻って来なさいよ」

「おまえには関係ない。そう言っただろ」

「十分あるわ。未練はないの？　そんな簡単に諦めてしまっていいの？」

「簡単に諦めたわけじゃない。悩んだ結果だ」

「……で？　悩んだ結果が楽な方向ってどういうわけ？」

　吹雪が呆あきれたように肩を竦すくめる。

「あのな、吹雪。おまえは俺じゃない。俺の考えや行動、すべてを理解できるはずもない。だからいちいち口を出すな」

「もちろん、わたしはあなたじゃないからわからないわ。でもね、いつも見てればいじけてるってことくらいはわかるわよ？」

（な、なんかもう、恋人通り越して夫婦って感じ……！）

　緊きん迫ぱくしたやりとりからは、まさにお互いを知りつくした者だけが知っている複雑な感情が垣かい間ま見みえる。はっきり言って、ヒツジも三人組も完全にアウェイだ。

（私、さっさと帰るべき？）

　だが、ヒツジは下駄箱の陰かげから動けなかった。

　ひょっとしたら、葉月がサッカー部をやめた理由がわかるかもしれない……。

　そう思ってしまったからだ。

　なのに話題は一向に変わらず、ふたりは「戻れ」「戻らない」を繰り返すばかり。罵ば詈り雑ぞう言ごんとまではいかないが、吹雪の言葉は的確に葉月の心の柔らかい部分を刺していく。その勢いは無関係なヒツジが思わず耳を覆おおいたくなるほどだ。

「一部の女子からチヤホヤされていい気になってるかもしれないけど。自分にはなにが一番大事なのかわかってるの？」

　突然、吹雪が話題の方向を変えた。

「……ああ。わかってる」

「だったら言ってみなさいよ」

（え、なにそれ!?　どういうこと!?）

　後にして思えば葉月を挑発して「サッカー」と言わせたかっただけなのかもしれない。しかし、このときのヒツジは冷静ではなかった。葉月の口から自分以外の名前が出たら──そう思うと怖くてたまらなかったのだ。

（それ以上は言っちゃダメ──！）







　ピ────ッ！




　ポポポポポンっといつものように無数のハートがヒツジの前に現れた。

　それはポカンとする三人組の前を横切り、驚き顔の吹雪を飛び越え葉月の胸に吸い込まれていく！

「な、なに、今のハート……」

　あたりを見回す吹雪の肩を、葉月が押しのけ前に出る。そのまま迷いのない足取りで歩きだすのが陰から見ていたヒツジの目にも映った。

「ねぇ、話は終わってないんだけど!?」

　慌てる吹雪の制止も振り切り、葉月がこちらに近づいてくる。

（ま、まずいますい！　どうしよう!?）

　こうなったら三さん十じゆう六ろつ計けい逃げるに如しかず。葉月には悪いが彼のためにもゴタゴタを起こしたくない。

　そろりそろりと後退し、くるっと向きを変えたら後は一目散に逃げるだけ。

　が──

「待てよ、ヒツジ！　一緒に帰ろう！」

　走り出した背中に葉月の叫びが弓矢と化してジャストミート。

「──はぁっ!?」

　後ろで聞こえた非ひ難なんの声は、吹雪かはたまた三人組か。

（な、名前を呼ばないでーっ！）

　ぶっちゃけ逃げる意味がなくなったが、それでも走らずにはいられない。

　しかし、にわかマネージャーと元サッカー部レギュラーとの追おい駆かけっこの結果など火を見るよりも明らかだった。

「捕まえた♡」

　ぎゅうっと背中から抱きしめられ、肩に顎あごを載のせられる。

「もう逃がさないよ。どこにいたってヒツジは俺のものだから」

（ぎゃ～！　恥ずかしすぎるっ！　時と場合を考えて～！）

　だが悲しいかな、ホイッスルの魔法はそこまで親切設計ではないらしい。ひとたび色欲に囚われれば強引に我が道を行く仕様なのだ。

　ジタバタするうち四人の足音が追ってきた。背中を向けているせいで顔は見えないが、どんな表情をしているのか想像するだけでも恐ろしい。

　今の追い駆けっこも見ようによっては「ほーら、捕まえてごらんなさ～い」「こいつぅ～、待～て～」な、夏の海水浴場ムカツキ案件で言うところの、『どこからどう見てもバカップル』というやつである。追手四人をいたずらに刺激してしまっただろう。

「え、やだ、なに!?」

「うそ！　射手矢くんがこんなことするなんて……」

「てゆーかまたあの女!?」

　呆ぼう然ぜんと佇む三人組を無視し、葉月はやっと腕を離す。

「ヒツジをぎゅうっとしたら元気が出てきたよ。それじゃ、帰ろうか」

　さりげなくヒツジの手を取ると、立ちつくす吹雪にも目をくれず歩きだす。

（う、うれしいけど怖い！　怖すぎる！）

　なるべく目を合わせないよう吹雪の前を通るが、彼女の背後にゴゴゴゴゴ……という書き文字が躍っているようで恐ろしい。優越感より恐怖が先に来るのがチキンがゆえの悲しさだ。

　一刻も早くここから逃げ出したい。その一心でヒツジは早足になっていた。
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　意外なことに、吹雪と三人組はあっさり二人を帰してくれた。葉月のあまりの変わりように混乱したのかもしれない。

　葉月は自転車通学だった。真新しいスカイブルーのスポーツサイクルが彼らしくて格好いい。

「先月までは電車だったんだけどね」

　駅まで徒歩のヒツジに合わせ、葉月も隣で自転車を押す。

　不特定多数の人目があるせいか、それとも単純に自転車が邪魔なだけなのか、葉月はヒツジに抱きつくようなことはしなかった。

　他た愛あいのないおしゃべりをして、笑いながら歩く。なんてことのない時間がたまらなく愛いとおしい。

「……それじゃ、ここで」

　交差点まで来ると葉月はぴたりと足を止めた。

　まっすぐ行けば駅、左に曲がれば西中学──葉月の母校の方角だ。

（もうお別れか……。なんだか寂さびしいな）

　葉月もそう思っているのか、名残惜しそうにヒツジの顔を見つめている。

（そんなふうに見つめられると恥ずかしいよ……！）

　ヒツジがもじもじしていると、

「あのさ……」

　言いづらそうに葉月の唇くちびるが動いた。

「髪に、なにかついてる」

「え……？」

（や、やだ、私のバカ……っ！）

　慌ててバタバタ髪を払うが、「落ちてないよ」と笑われてしまう。

（私のこと見つめてたんじゃなくて、髪についてたゴミが気になってただけなんだ！　うう、格好悪いよ……！）

　別れ際すら締まりがなくて、なんだか泣きたくなってしまう。

「ほら、こっちに来て」

　保護者のように微笑んで、葉月がやさしく手招きする。

　情けない気持ちで近づくと、




　ちゅっ。




　額ひたいにキスを落とされた。
















「…………、え？」

　きょとんと顔を上げたヒツジに葉月のしてやったりという笑顔が飛び込んでくる。

「ごめん、うそ」

「うそ……？」

「ほら、ヒツジは人一倍恥ずかしがり屋だから。こんなところでキスしようって言ったら身み構がまえちゃうでしょ？」

「そ、それはそうだけど……！」

「ふふ、ごめん。でもありがとう。ちょっと元気出た」

　葉月はひらりと自転車に跨またがり、「また明日」と手を振った。

　ヒツジも手を振り返し、赤面しながら笑顔で見送る。

　直後、おかしなことに気がついた。

　葉月の母校が西中なら、とうぜん彼もその近くに住んでいるはず。なのに葉月は交差点を右折──西中とは反対の方向に向かったのだ。

（……あ、そっか。今日は用事があるって言ってたよね）

　つまりあれはしつこい三人組を振りきる方ほう便べんではなかったらしい。

（いったいなにがあるのかな……？）

　そんなことをぼんやり考えながら歩き出そうとした瞬間、背後にぞわりと気配を感じた。

　振り返れば、そこには例の三人組が腕組みをして立っていて──。

「えっ!?」

　後をつけられた、と気づくがもう遅い。

「ねぇ、今のいったいどういうこと？」

「わたしたち、たしか忠ちゆう告こくしたはずだけど？」

「射手矢くんには近づくな、名前で呼ぶのもやめろって」

　ショート、セミロング、ポニテ。三人が鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうで詰め寄って来る。

　ヒツジの背中をつぅっと冷や汗が滑り落ちた。

　──そんなこと、あなたたちに言われる筋合いなんてない！

　心の中では思うのに、言葉が思うように出てこない。

「もしかして、最近射手矢くんの様子がおかしいのもあなたのせい？」

「妙なハートが飛んできたのも、それが射手矢くんの胸に吸い込まれていったのも──」

「全部あなたが仕組んだことなの？」

　やはり、下駄箱での一件からヒツジにあたりをつけたらしい。とは言え、決定的な証しよう拠こもなく、おまけに魔法めいた現象に三人自身が戸惑っているようだった。

（「知らない」「わからない」で頑張り通せば、この場はどうにか逃げられるかも……！）

　だが、そんな小さな希望もあえなく消える。

　ヒツジの胸から下がったホイッスルにポニテが気づいてしまったのだ。

「ねぇ、なにそれ？　なんでそんなもんぶら下げてるのよ？」

「あ……っ！　こ、これはその！」

　思わず上うわ擦ずった声を出してしまい、ますます三人に怪あやしまれる。

「そう言えば、ハートが飛んでくる前ホイッスルの音がしなかった？」

　ショートが思いだしたようにつぶやくと、

「たしかに！　『ピ────！』って派手な音がした！」

　セミロングもぱちんと手を打つ。顔を見合わせる三人の目には「ホイッスルが怪しい！」と大きく書かれていた。

「見せなさいよ」

　ポニテが一歩前に出る。

「イ、イヤ！」

「いいから！　つべこべ言わずに渡しなさいって言ってるでしょ！」

「ダメッ！」

　ホイッスルを隠すように握りしめ、ヒツジはじりじりと後じさる。

　だが、一対複数の戦いに果たして勝ち目はあるのだろうか。

　目の前の三人はじわじわ間合いを詰めてくる。向かって左からショート、ポニテ、セミロング。そしてココナだ。

「……コ、ココナ!?」

「どーも♪」

　いきなり現れたココナは片手を挙あげてにやりと笑う。

「こーんな人通りの多い場所でなにやってんの？　あ、もしかしてカツアゲ？」

　とたん、三人の顔が怒りで赤くなった。

「な、なに言ってんのよ!?」

「人聞きの悪いこと言わないで！」

「わたしたちはホイッスルを借りようとしただけでしょ！」

　口々にわめく三人だが、ココナはますますニヤニヤ笑いを深めるだけだ。

「あれれ～？　あたし、どっちがカツアゲしてるかなんてまだひとことも言ってないんだけど？　それに、むりやり奪うことを『借りる』って言うんだぁ？　日本語っていつから意味が変わったのかな～？」

　飄ひよう々ひようとした態度をあくまで崩さず、ココナは三人を挑ちよう発はつする。

「なにこいつ、ムカツク！」

「いい加減にしてよ！」

「素直に渡せばそれでいいのよ！」

　とうとう三人は開き直り、ヒツジに摑つかみかかってきた。

　妙な邪魔が入りはしたが、二対三ならまだまだ勝ち目はあると思ったのだろう。

　しかし、それでもまだココナのほうが一枚も二枚も上うわ手てだった。

「おまわりさーん、この人たち、泥どろ棒ぼうでーすっ！」

　突然響いた大声に三人の動きがぴたりと止まる。

　行きかうたくさんの人の目が一気に集中。それだけでも恥ずかしいのに、ココナはさっとマル秘手帳を取り出し、

「ちなみに、ここにいらっしゃるポニーテールさんは本名を権ごん田だ幸さち江えと言いまして、スリーサイズは上からはちじゅう……」

「ぎゃぁあああっ!?　やめて～っ!!」

　言うなれば、「これってどんな罰ばつゲーム？」。

　半狂乱でポニテは手帳に手を伸ばす。しかしミス！　素早くかわされ指先すら届かない。

　小石に躓つまずき、地面に膝をついた彼女の上から仁に王おう立だちしたココナの低い声が落ちてくる。

「……これ以上、あたしの友達に手を出すな。これ以上やったらどうなるか……わかってるよね？」

　ひっ、と喉の奥で悲ひ鳴めいをあげたのはポニーテールか。

「「「覚えてなさいよ～っ！」」」

　三さん下したな決まり文句を吐きながら、三人組はあっという間に退散した。

「あー、やっと行ったわ……」

　やれやれと肩を鳴らすココナにヒツジは「うわ～ん！」と勢いよく抱きつく。

「もう！　ココナったらなにやってんのよーっ！」

「は？　……あんたねぇ、少しくらい感謝の言葉があってもいいと思うけど？」

「助かった、ココナのおかげで助かったけど！　大声出すから私もめちゃくちゃ恥ずかしかった……！」

「そう？　射手矢葉月に言い寄られるよりはマシじゃない？」

　しれっとココナは言って、「で？　今のはなに？」と真顔になって訊いてきた。

「それが……実はね……」

　ヒツジがぽつりぽつりと説明すると、

「はぁ!?　ホイッスルの秘密がバレたぁ!?」

「……うん」

「バッカじゃないの!?　だから忠告したのに！」

　案の定、ものすごい勢いで怒られた。

「それで、ホイッスルまで盗とられそうになったと!?」

「うん……」

「うわ～、これからどうすんのよ？　下手すると大変なことになるよ!?」

「わかってる……」

　ココナに言われるまでもない。一度は撃げき退たいしたものの、あの三人組はしつこくホイッスルを狙ねらってくるだろう。

　この先の困難を思い、ヒツジは大きなため息をついていた。
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「……ホイッスルのこと、バレちゃったね」

「うん。このままだと争そう奪だつ戦せんになっちゃうかもね……」

　電柱の上からこそこそと声がする。

　声の主はどう見ても大き過ぎる変圧器──ではなく中のヒト、『恋愛成就の神様』だ。

「ややこしいことにならなきゃいいけど」

「だね……。純粋に応援したいけど、このままだとまずいことになっちゃうかも」

「リンちゃん……心の中では楽しんでるでしょ？」

「えぇー!!　ミクだってー!!」

「だって、恋には障害がつきものだもの」

「だよね、だよね～!!」

「ところで……」

「ん？」

「さっきからカラスさんの群れが、わたしたちのまわりをバタバタ羽ばたいているような気がするんだけど……」

「そう言えばギャアギャア声もあげてるね。元気がいいな～」

「……つまり、なんだか危うい気分がするのはわたしだけ？」

「え？」

「うわっ、爪つめを立てて一斉に急降下してき……っ！」

「た、退避～！　今すぐ退避～っ!!」

　ドラム缶型変圧器から人間の足がポンと飛び出し、信じられない脚力で電線の上を逃げていく。

　後日、これがもうひとつの都市伝説、『綱渡りする変圧器』になるかどうかは──神すらも知らない。
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　心配はすぐ現実のものとなった。

　あるときは机つくえの中が荒らされ、またあるときは鞄かばんの中身をぶちまけられ──。

　三人組は同じ一年とはいえ他クラスなため、その動きが読みにくい。

「なんかもう、なりふり構わずって感じよね～」

　放課後の美術準備室。ココナは呆あきれたように紙パックのジュースを啜すすっていた。

　対するヒツジは疲れた様子で未み開かい封ふうのパックを手にしたままだ。

「まぁ、ホイッスルは今のところ無事だけど。さすがにこれが毎日続くと憂ゆう鬱うつにもなるわな～」

　ココナはズビ～とジュースを啜り、「いい加か減げん、諦あきらめてくれないもんかね？」とつぶやく。

「それかもういっそのこと、家にホイッスル置いてくればいいんじゃん？」

「え？　そ、それは……」

「なんで？　名案でしょ？」

　怪け訝げんそうなココナにヒツジはぶんぶん首を振る。

『恋愛成じよう就じゆの神様』が、恋に悩むたくさんの人の中からわざわざ自分を選んで授さずけてくれたお守りだ。家に置きっぱなしは畏おそれ多い。

「これ、すごく大事なものだから、肌はだ身み離さず持っていたいの」

「ふ～ん？　でもさ、プールの授業はどーすんのよ？」

「……あっ！」

　ココナの言葉に頭を金づちで殴られたような気分になった。

　さすがに水着のときは肌身離さずは難しい。そもそも水に浸つけたら錆さびて壊れてしまうかもしれない。

「どうしよう、ココナ……」

「ん～。こうなったらいっそ、プールの授業はズル休みとか」

「で、でも……」

「『でも』、なによ？」

「私、体育は苦手だから。せめて出席だけはして最低限の成績は確保しておかないと……」

「え？　……あぁ」

　なにやら思い出したらしく、ココナが妙みように納得した声を出した。

「あんた、ハンドボールも創そう作さくダンスも目も当てらんないくらい悲ひ惨さんだったからね……」

「い、いちいち思い出さないで！」

　ヒツジの顔は耳みみ朶たぶまで真っ赤だ。

「いや、でもあんた、普段は影が薄いのに体育のときだけ妙な存在感をアピールしてたからさ。シュートのテストでクラスで唯一外したり、創作ダンスで泣く子も黙だまる暗あん黒こく舞ぶ踏とうな動きをしたり……なんか逆に感動したよ」

「わ、私の黒くろ歴れき史しの封印を解とかないで……！」

　もうやめて！　ヒツジのライフはゼロよ！　な状態である。

「──で？　どうする？」

　ふいに真ま面じ目めな表情に戻り、ココナが心配そうに訊きいてきた。

「なにかいい案はあるの？」

「全然……」

　あーだこーだと意見を出すが、これといった打だ開かい策さくが浮かばない。

　そうしてとうとうやって来てしまったプールの日。

「やっぱり見学しようかな……」

　ギリギリまでヒツジは迷まよい、体育教官室まで足を運んだが結けつ局きよく断だん念ねん。

　不安なままで授業をこなし──真まっ先さきに更こう衣い室しつに戻るとヒツジの荷物は荒らされていたのだった。







「あちゃー、やられたね」

　床ゆかに落ちていたバッグやタオルを拾いながらココナが顔を顰しかめた。

「ほら」

　渡されたタオルを見て、ヒツジの顔が青ざめる。

「……ない」

「へ？」

「タオルの中に隠しておいたホイッスルが……！」

「え？　まさかあんた、そんなわかりやすいところに隠しておいたの!?」

　立ちつくす友人に、ココナは「信じらんない！」と声をあげる。

「なんかもう、それって盗んでくださいって言ってるようなもんじゃないの！」

「だって……」

「いやいや、だってとかそういうレベルじゃないでしょ、これ！」

　そうこうするうち、遅おくれてクラスメイトたちがやって来た。

「なにかあった？」

「もしかして盗とう難なんとか？」

　心配そうに訊いてくるが、話したところでホイッスルが戻ってくるわけではない。

　着替えを終え、肩を落としたヒツジはココナと一いつ緒しよに更衣室を後にした。扉とびらのむこう、クラスメイトたちの声が聞こえなくなると足を止める。

「大だい丈じよう夫ぶ……？　まぁ、ショックなのはわかるけどさ。タオルに隠しておいたあんたも大たい概がいだと思うよ？」

　慰なぐさめようとするココナにヒツジは力なく首を振る。がっくりとうつむいたまま、なぜかくすっと笑い声をたてた。

「え……？　なに今の『くすっ』って？」

　しかしヒツジは黙ったままだ。体育教官室の前まで来ると扉をノック。返事がないため「失礼します」と声だけかけて中に入る。

　部屋にはいくつかの戸と棚だなと事務机。そのうちの一台の机には、「ホイッスル」と書かれた紙の箱が置かれている。

「──あっ!?」

　ピンと来たらしいココナが声をあげた。

　ヒツジは思わせぶりに小箱を手に取る。

　蓋ふたを開けてみせると金色の真新しいホイッスルがいくつか。そして、小さく「ＬＵＳＴ」と彫られたホイッスルがひとつ──。

「うわ、騙だまされたぁっ！」

　ココナが両手を挙あげて絶ぜつ叫きようした。

　木を隠かくすなら森。ホイッスルを隠すならホイッスルの箱の中へ。

　とっさに浮かんだ作戦だったが、どうやら成功したようだ。

「わーん、トロくて鈍にぶいあたしのかわいいヒツジが暗黒面に落ちてしまった～！」

「ごめんね、ココナ。でもココナには迷惑かけたくなかったから」

「まぁ、敵を欺あざむくには味方からとも言うけどさぁ！　それでも大人しくて引っ込み思じ案あんなあんたがここまでやるとは……！」

　そこまで言って、ココナは「ん？」と首を傾げた。

「それじゃ、タオルの中にあったほうは？」

「実はあれ、偽にせ物ものなの」

「はぁっ!?　に、偽物っ!?　うわーん、あたしのかわいいヒツジが暗黒面に～！」

「いや、それもういいから！」

　ココナに言われるまでもなく、我われながらずいぶん思い切ったことをしたものだと思う。でも、このホイッスルさえあればいつでも望めば葉月は自分のそばにいてくれるのだ。

（絶対に誰にも渡したくない！）

　我知らず、ヒツジは強くホイッスルを握にぎりしめていた。







　次の授業は数学だった。

　プールの疲れでうとうとし始めたヒツジの耳に、どこからか聞き慣れた音が響ひびいてきた。

　ピー……。ピピピピ──ッ！

　初めは遠えん慮りよがちに、その後は激しく。

（もしかすると……もしかするっ!?）

　そう思うと同時にヒツジの寝ぼけ眼まなこがぱっちり開く。思わずココナの席を見ると、彼女もニヤリと笑みを返した。

　そうこうするうち、ホイッスルの音はさらに大きくなっていった。

「いったいなに～？　ていうか誰だれ吹ふいてんの？」

「たく、うるさいなぁ……」

　始めは無視していたクラスメイトたちもざわめきだす。

　とうとう数学教師の木きの下したが、「ちょっと待ってろ」と言い置いて廊ろう下かに出た。

　とたんにピタッと止まるホイッスルの音、続いて木下の「おまえら、なにをしてる!?　おい、逃にげるな権ごん田だ～！」という叫さけび声。

「……ぶはっ！」

　堪たまらずココナが大きく噴きだし、釣つられてヒツジも笑いだしそうになってしまった。

　三人組はホイッスルが偽物だとは気がつかなかったのだろう。このまま木下に捕まれば、お説せつ教きようと反はん省せい文ぶんは確実だ。

（これに懲こりて二度とホイッスルを狙ねらわないといいな……）

　三人組が諦めれば、ホイッスルをまた前のように使うことができるかもしれない。

　ヒツジはそっと葉は月づきを見つめた。自分が渦か中ちゆうの人とも知らずに、彼は落ちついた様子で教科書に目を落としている。

（ふふ、これからまた葉月くんと──）

　思わず想像してしまい、頰ほおがカァッと熱くなる。

（ヤ、ヤダ私！　いったいなに考えてるのよ？）

　なぜだか自分が日ひ増ましに大だい胆たんになっていくような気がするのだが……たぶん気のせいだと思いたい。

（とにかく！　これでまたいつもの日常が戻ってくるよね？）

　教科書を顔の前に、誰にも知られないようこっそり微笑ほほえむ。

　だからヒツジは気がつかなかった。

　如きさ月らぎ吹雪ふぶきの鋭するどい視線が、教室の隅すみから注そそがれているということに。





[image: ]






　いったいどのタイミングなら、ホイッスルを吹いていいのだろう？

　朝のホームルームの前。昼休み。そして放課後──。

　それに、ところ構わずホイッスルを吹いて、魔法の力をこれ以上たくさんの人に知られたくない。今までのように感情任せではなく、ここぞという使いどころを考えなくてはならないだろう。

（なんだか私、テストのときより真しん剣けんになってるかも……）

　我知らず苦く笑しようしながら下げ駄た箱ばこに入ったローファーを取りだす。

　葉月は先に帰ってしまった。どうやら今日も寄るところがあるらしい。

（いったいなんの用事かな……？　サッカー部をやめてから忙しそうだし。少し気になるかも……）

　そんなことを考えながら靴くつを履はいていると、

「丘おか野のさん、ちょっといい？」

　背はい後ごから声をかけられた。

　落ちつき払った大人びた声。冷たく感情の読みとりにくいこの声は、振り返らずとも誰だかわかる。

（はううっ！　怖こわい人に捕まっちゃいました……）

　ロボットのようにゆっくり首を廻めぐらすと、如月吹雪が真後ろに仁に王おう立だちしていた。

「丘野さん、少し訊たずねたいことがあるんだけど。いいかしら？」

　いいも悪いも、女王様に訊ねられたら返事は「はい」か「イエス」しかない。

　こくんとうなずくと、

「例のホイッスル、いったいどこで手に入れたの？」

　いきなり核かく心しんに迫せまる質問をされた。

　気分は取とり調しらべ室しつで詰きつ問もんされる犯はん罪ざい者しやだ。途中でカツ丼どんの差し入れが来ても違い和わ感かんがない。

「え、えぇと……」

　思わず言い淀よどむと「わたしに何度も同じこと言わせないでくれる？」と冷気を込めた瞳ひとみで睨にらまれた。黙もく秘ひしようものなら凍とう死しモノ。なにやらヒツジのまわりだけ、気温がぐっと下がったような気もする。もし今すべてが氷に覆おおわれしゃべる雪だるまが登場しても、自分はまったく驚おどろかないだろう。

「商店街の裏通りにある骨こつ董とう屋やでもらったんです……」

　ぼそぼそと答えると、

「ふぅん？」

　腕を組んだ吹雪は疑うような視線でヒツジをじろりと見下ろしてきた。ひょっとしたら信じていないのかもしれない。

（もし「寄こせ」なんて言われたらどうしよう？）

　ブラウス越しにホイッスルを握りしめ、ヒツジは身を固くする。

　これだけは相手が女王様でも絶対に死守しなくてはならない。誰にも渡せない品なのだ。

　しかし、吹雪は「そう、ありがとう」と言い残すとあっさりヒツジを解放した。

（え？　それだけ……？）

　まだドキドキしている胸を撫なで下ろしながら、すらりとした後ろ姿を見送る。

（た、助かった……）

　しかし、ホイッスルを手に入れた場所は教えてしまった。もし彼女が自分と同じようなシロモノを手に入れたら、太た刀ち打うちできる気がしない。

（けど、あの店は行きたいときに行ける場所じゃないし……）

　一いち抹まつの不安に襲おそわれながらも、ヒツジは自分を安心させるように「大丈夫だよね……？」とつぶやいていた。
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　──如月吹雪は商店街を彷徨さまよっていた。

　あれからすぐに裏通りとやらに行ってはみたが、それらしい店は見当たらなかった。

　噓うそをつかれたのかとも思ったが、丘野羊ひつじの性格からしてそれはない。

　ため息まじりに見上げた空は、すっかり茜あかねに染そまっていた。今日はもう帰るべきだろう。

　疲れた足で駅へと向かおうとしたとき、ふいにホイッスルの音が聞こえた気がした。

（空そら耳みみ？）

　あまりにホイッスルに執しゆう着ちやくしすぎたせいかもしれない。

　それでもぐるりとあたりを見回すと、赤と黒の特とく徴ちよう的てきな衣い装しようのふたりが視界の隅に飛び込んできた。

（なにあれ？）

　嫌でも目立つ異色の存在のはずが気に留とめる人はいない。

　引き寄せられるように足が動き、気づくと吹雪はふたりの後を追っていた。
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　ヒツジは決心した。今日の昼休みは久しぶりに葉月と一緒に過ごそう。天気もいいし、お弁べん当とうも腕うでによりをかけて作ってきた。後は人けのない場所で、例のホイッスルを吹くだけだ。

（やっぱり屋上……ううん、木こ陰かげがあるからまた裏庭かな？）

　ヒツジが校舎の裏でホイッスルを吹こうとしたまさにそのとき、ガサリという音がした。

　誰かがこちらに来ようとしている。

　とっさに茂しげみの陰にしゃがみこみ、恐る恐る様子を窺うかがう。すると、細くて長い女子生徒の足が見えた。その上にはきゅっと引きしまったウエストが、背中には長く艶つややかな黒髪が光っている。

（も、もしや……もしやしなくても如月さん!?）

　吹雪はあたりを確認すると、制服のポケットから金色のなにかを取りだし口に咥くわえる。

　その姿を目にしたとき、ヒツジは思わず叫び出しそうになっていた。

（魔法のホイッスル！）

　昨日の一件の後で吹雪は商店街に行ったのだろう。そして、例の骨董屋を見つけてしまった……。

（どうしよう!?）

　心配が現実のものになってしまった。今すぐ飛び出していって問い質ただすべきか。いや、それをしたからといってどうなるのか。吹雪が正当な手段でホイッスルを手に入れたのなら自分が口出しする権利はまったくない。

　うろたえているうちに吹雪はホイッスルを吹いてしまった。

　ふわりと現れたのはブルーのハート。それらは熱帯魚の群むれのように校舎のほうへと飛び去った。

（お願い、葉月くん来ないで！）

　しかし、願いは叶わず射い手て矢や葉月が現れる。

　いつもの葉月は高原の風のような爽さわやかな雰ふん囲い気きをまとい、人好きのする笑顔を浮かべている。しかし、今日の彼はなにかを思いつめたような、暗い空気を背せ負おっていた。

　不安に思いながら様子を窺っていると、彼に気づいた吹雪がうれしそうに駆かけよった。

「待ったわ、葉月。やっぱりこのホイッスルの力は偉い大だいね」

「ホイッスル？」

　葉月は怪訝な顔をするが、吹雪は「こっちのこと」と適てき当とうにあしらう。

「ここに来てもらったのは言うまでもないわ。もう足のほうは心配ないでしょ？　だったらもちろん、サッカー部に戻るわよね？」

（足……？）

　ヒツジは首を傾げるが、吹雪はそれ以上はなにも言わず、にっこりと葉月に笑いかける。それはまるで、清純さをウリにするアイドルのような愛らしさだ。

（うわ、如月さんのとびきりの笑顔って初めて見た！　いつもはツンケンした美人なのに……か、かわいすぎるっ！）

　おそらくそれは葉月にしか見せないとっておき。同性でもドキドキしてしまうほどのとんでもない魅み力りよくを秘めている。

　こんな人間を相手に葉月の心を射い止とめようだなんて……。今いま更さらのように無む謀ぼうな気がして凹へこみたくなる。

「入部届を持って来たから、今すぐ書いてわたしにちょうだい」

　吹雪はとびきりの笑顔で話を進める。いつもの葉月なら思い切り反発するところだが、今日はホイッスルのせいかなにも言わない。

「まぁ、戻ってしばらくはチーム内でギクシャクするでしょうけど、あなたの実力があれば反発するような輩やからはすぐにいなくなるから心配ないわ。あと、あなたのこと、誰よりわたしが理解してあげてるんだから、もう少し感謝してくれてもいいんじゃない？」

　さすがは女王様、上から目線のオンパレードだ。

「ねぇ、黙ってないでなにか言って？」

　吹雪が甘あまえるように言って、葉月の肩にしな垂だれかかった。もしこれが色しき欲よくの魔法にかかった葉月なら、次に来るアクションは当然──。

（お願い、やめて！）

　見てはいけないと思うのに、ヒツジは目が離せなかった。

　葉月が吹雪を抱きしめ甘い言葉をささやいたら──自分は二度と立ち直れないかもしれない。

　しかし、彼は立ちつくしたまま吹雪に指一本触れようとしなかった。

（え……？）

　ヒツジの胸に安あん堵どと同時にざわめきが広がる。

「……そんなことより、おまえのほうこそマネージャーやめろよ」

　葉ずれの音以外は聞こえない静けさの中、暗い声こわ音ねがぽつりと落ちた。

「……？」

　吹雪の目が思い切り見開かれる。
















「今、なんて？」

「マネージャーをやめろと言ったんだ。そうすればずっと一緒にいられるだろう？」

　葉月は真剣そのものだが、吹雪は「ぷっ」と噴きだしてみせる。

「まったく、なに言ってんのよ？　わたしはあなたの才能を買ってるの。もう一度部活に入ればまた一緒にいられるじゃないの」

　軽い調子で吹雪は言ったが、葉月はゆっくり首を振る。

「フフフフ……。違う、おまえはなんにもわかっていないよ」

　にやりと笑ってみせた顔が病びよう的てきで、いつもの葉月からは想像もつかない。

　さすがの吹雪もピクリと眉まゆを跳はね上げるが、葉月はぶつぶつと言葉を続ける。

「……なんで俺おれ以外の男と話すかな？　なんでチームの奴やつらに囲まれて楽しそうに笑えるのかな？　部活だけじゃない、クラスの奴とだって……」

　フフフフ……という静かな笑い声が裏庭に落ちる。

（な、なにこれ？　こんなの葉月くんじゃない！）

　微び妙みように嚙かみ合わない、狂きよう気きじみた言動がヒツジの肌はだを粟あわ立だたせた。

　もしやこれが吹雪が手に入れたホイッスルの力なのだろうか？　だとしたらヒツジの持っているものとあまりに質が違いすぎる。

「俺のこと、好きなんだよね？　だったら他の奴らはいらないよね？」

「葉月、いったいなにを……。ねぇ、本当にどうしたの？」

「『どうしたの』だって？　俺の気持ちがわからない？　ううん、それもこれも、俺の気を惹ひくための作戦で、なにもわかってないふりをしているだけなんだよね？　フフフ、なんにも心配はいらないよ？　君のすべては俺への愛情表現だって、俺にはよーくわかっているから……」

　そうして、トロリとした目で吹雪の顔を見つめると、

「大丈夫。俺が君を守ってあげる。もう二度と、他の男の目には触れさせない。たくさん鍵かぎを掛かけた安全な場所に閉じ込めて、ずうっとそばにいてあげるよ……」

「「えぇええっ!?」」

　狂気を孕はらんだ葉月のセリフに、吹雪とヒツジ、両方から悲ひ鳴めいが飛び出た。

「……だ、誰っ!?」

（し、しまった！）

　思わず口を押さえるがもう遅い。

　自分以外の悲鳴に気づき、吹雪が声を張り上げる。

「覗のぞき見だなんていい度ど胸きようね。今すぐ出てきなさい！」

（わ～ん、私のバカ！）

　背中を冷や汗あせが流れ、しゃがみこんだ膝ひざがガクガク言った。

　怒りでブリザードを起こしそうな吹雪と性格が変わってしまった葉月。気の弱いヒツジにこのふたりを相手にするなどできるはずもない。

「さっさと出て来いって言ってるのよ！　そっちにその気がないならこっちから行くわよ！」

（こ、来ないで～！）

　できることなら今すぐこの場から逃げ出したい。なのに足がすくんで動けない。無理に走ったところで無ぶ様ざまに転ぶのがオチだろう。

　そうこうするうち、吹雪はヒツジが隠れた茂みの前までやって来てしまった。

（もうダメ！　見つかっちゃう！）

　思わずぎゅっと目をつぶると、ヒツジのちょうど真上から戸と惑まどう吹雪の声が落ちてきた。

「おかしいわね。どこにもいないわ」

（…………へっ？）

　一瞬、バカにされているのかと思った。

　これが吹雪の作戦で、ホッとしたところで「なぁんてね」などと意い地じ悪わるく言われるのかとも思った。

　しかし、彼女は本気でこちらに気づいていないらしい。

「いつのまにか逃げたのね。なんて逃げ足の速い奴……！」

　苛いら立だたしげにつぶやきながら、葉月と一緒に遠ざかっていく。

　やがてふたりの姿が見えなくなり、後に残ったヒツジはヘナヘナと尻しりもちをついていた。

（た、助かった……）

　でも、どうして彼女は気がつかなかったのだろう？　まるで自分が空気にでもなったような気分だ。

　一瞬首を傾げてから、トホホなことを思い出す。それは、小中学校時代の不ふ名めい誉よな渾あだ名な。

（「幽ゆう霊れい」とか「忍にん者じや」とか……！　私、どんだけ影が薄いの!?）

　いや、世の中には「災わざわい転じて福となす」とか「人にん間げん万ばん事じ塞さい翁おうが馬うま」という素す晴ばらしいことわざもあるではないか。

『祝！　丘野羊、自分のステルス化に成功！』

　脳のう内ないにテロップが流れ、思考を無理にポジティブな方向に持っていこうとする。だがやはり、素す直なおに喜べるはずもなかった。
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「……ひとりの相手にふたつのホイッスル。今までにない異常事態だね……」

「これはちょっとまずいかも、だね……」

　裏庭に置かれた焼しよう却きやく炉ろの中からこそこそと声がする。それは、言うまでもなく『恋愛成就の神様』のものだ。

「でも、どちらか一方だけを応援するわけにはいかないし」

「できれば自分で気づいてほしいよね。恋にはなにが必要なのか」

「早く気がつかないと恋どころか人間自体が壊こわれちゃうよ」

「………………」

「………………」

　焦しよう燥そうを滲にじませた静せい寂じやくが、ふたりの間を流れていく。

　ややあって、「でも」とつぶやいたのはミクのほうだった。

「きっと大丈夫。人はそこまで愚おろかじゃないもの。自分の力で困こん難なんを乗り越えられるはずだよ」

「──わたしたちはただ見守っているだけでいい。最後に人は必ず真実を見つけ出す。そう信じるべき、か……」

「うん！　今までだってどうにかなってたじゃない！」

「だよね！　恋の力は偉大だもん！　絶対に大丈夫！　……ところで──」

　急に改あらたまった声にリンが肩を震ふるわせる。

「な、なに!?　今度も野の良ら犬いぬ？　それともカラス!?」

「さっきからパチパチ音がして、なんだか熱くなってきた気がするんだけど……」

「い、言われてみれば！　すっごく香こうばしい匂においがしておなかも空すきそう！」

「……つまり、なんだか危あやうい気分がするのはわたしだけ？」

「へ？」

「あぁあああっ～っ!!　自じ慢まんの一いつ張ちよう羅らに火！　火がぁっ!!」

「た、退たい避ひ～！　今すぐ退避～っ!!」

　焼却炉の蓋ふたがバカンと開いて、飛び出してきたのはコントのように煤すすだらけになったふたり組。林の中を爆走し、あっという間に見えなくなる。

　後日、これがもうひとつの都市伝説、否いな、聖ルシオラ学園の怪かい談だん、『怪かい奇き！　焼却炉の住人』になるかどうかは──神すらも知らない。
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「は？　如月吹雪が魔法のホイッスルを持っていたぁ!?」

　やはりこの事態を放ほうってはおけまい。

　教室に走って戻り、二個目のバクダンおにぎりを食べていた友人に相談すると、たちまち彼女の顔が険けわしくなった。

「ふーむ。魔法のホイッスルを持っていて、おまけに射手矢葉月の様子がおかしくなったと」

「そうなの。なんだか暗くなったというか……むしろ怖い感じで。『俺以外の男と話すな』とか『鍵を掛けた安全な場所に閉じ込める』とか。妙なことばかり言ってて」

　とたん、ココナが「ぶはっ！」と噴ふき出した。

「ヤダ、ご飯はん粒つぶ飛んできた！」

「やー、ごめんごめん！　けどさぁ、その、怖い感じ？　話すな？　閉じ込める？　……あは！　あははは、なにそれ～！」

「いや、だからご飯粒が！　それに笑いごとじゃないから！」

「うんうん、わかるよわかる！　たしかにあんたにとっちゃ笑いごとじゃないよね！　けど、七つの大たい罪ざいって言っときながら、結構神様も今風だね～って思ってさ！」

「……今風？」

　まったくもって意味不明。自分だけ理解して爆笑しているココナが恨うらめしい。

「もう！　いい加減教えてよ！」

　ヒツジが頰を膨ふくらませると、

「あー、ごめんごめん！」

　ココナは瞳に涙を浮かべながら、海の苔りのついた手をパタパタと振ってみせた。

「俺以外の男と話すなとか、すっとそばにいてやるとか。言動から察さつするに、たぶん如月吹雪が手に入れたのはＥＮＶＹ──『嫉しつ妬と』のホイッスルだよ」

「嫉妬？」

「まぁ、恋愛に限って言えば焼きもちを妬やくってことかな。自分の好きな人が別の人を好きになるのを恐れたり、好かれた相手を憎にくんだり」

「……ああ」

　その感情なら、ヒツジもいつも経験している。特に葉月がファンに囲まれているときは苦しくて切せつなくて、見向きもされない自分が情けなくて──。

　でも、だからと言って「自分以外と話すな」や「閉じ込める」は行き過ぎだ。

「嫉妬はわかるけど、さっきの葉月くんはちょっと……」

「うん、射手矢葉月のそれは、もう立りつ派ぱなヤンデレだよね」

　ココナは大きくうなずいてみせる。

「ヤンデレ……？」

「そう、相手を想うあまり心を病んじゃうってヤツ。必要以上に束そく縛ばくしたり、被ひ害がい妄もう想そうで暴走したり。あたしなりの解かい釈しやくで言わせてもらうと、あんたが手に入れたホイッスルがデレデレ、如月吹雪はヤンデレってところかな？　ぜひとも他のホイッスルの効果も見てみたいもんだわ～」

　お気楽そうにそう言って、「や～、ウケるウケる！」とひとりで膝を叩たたいている。

「笑ってる場合じゃないよ！　このままだとどんどん葉月くんがおかしくなっちゃう！」

　──優しく爽やかなスポーツ少年。それこそが葉月の真の姿なのに。フェロモン系暴走男子の次は、被害妄想系束縛男子だなんて！

「ねぇ、どうしよう!?」

　するとココナは急に真剣な顔になり、

「じゃあ、如月吹雪を説得して、ホイッスルを取り上げてくれば？」

　人ごとのように言い放った。

「そ……そんなの無理だよ！」

「だったら諦めるしかないじゃん？」

「で、でも……！」

　自分にはできないだろうと高たかを括くくって、彼女はわざと言っている。

　なんだか少し、今日のココナは意地悪だ。

「……あのねぇ、ヒツジ。これもあたしの推すい測そくなんだけど。ホイッスルを吹かなければいつもの射手矢葉月なんでしょ？　つまり、ホイッスルの力は相手の根こん本ぽん的てきな性格には影響を及ぼさない。一時的に普段と違う状態にするだけのものだと思う」

　ココナの言いたいことはよくわかる。

　優しく爽やかな本来の射手矢葉月の性格はホイッスルでさえも変わらない。だから安心していい、ホイッスルを取り上げる必要はないと。

「でも……」

　一時的にでもヤンデレな葉月を見ているのはツライ。いびつな形であれ、吹雪に愛をささやくのも。それに、我に返ったときの彼は混乱し、悩なやむのではないだろうか？

「やっぱりこんなのよくないよ……」

　重い気分を抱えたまま、ヒツジはトボトボと席に戻る。その背中に「せいぜいがんばれ～」という心のこもっていない言葉が落ちた。
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　吹雪に忠告するか、それともしないか。

　あれこれ悩んだせいで五、六時間目はまったく授業に集中できなかった。

　如月吹雪は単純に怖い。

　だが、性格が変わってしまった葉月も怖い。

（たしか、行き過ぎたヤンデレって相手を酷ひどい目に遭あわせるんだよね……？）

　ストーカーしたり監かん禁きんしたり、それでも自分のものにならないと知ると刃にん傷じよう沙ざ汰たということも……。

　自分の中の乏とぼしい知識をかき集めると、結末は悲惨なものしか見えてこない。

『すべてはホイッスルのせいなんです。ホイッスルに操あやつられ、こんなことに……！』

　そんな言いわけがどこの世界で通用するというのか。それに、恋のライバルとはいえ酷い目に遭うのがわかっている吹雪を放っておくことはできない。

「……如月さんっ！」

　終業の鐘かねが鳴ったとたん、ヒツジは意を決して吹雪の元に駆け寄った。

「あの、如月さん！　如月さんが持ってるホイッスルのことで話があるの！」

　そう言ったとたん、帰り支じ度たくをしていた吹雪の顔が嫌けん悪おに染まった。

「……昼休みのあれ、やっぱりあなただったのね？」

「そ、その、あのときはごめんなさい！　けどわざとじゃなくて！　偶ぐう然ぜんそうなっただけで！」

　会話のなりゆきで覗き見がバレるのは必ひつ至し。それに気がつかなかった自分は迂う闊かつ者ものだ。

「わ、私が裏庭にいたら如月さんがやって来て！　それでホイッスルを吹いたから出るに出られなくなっちゃって……！」

「ねぇ、ここで『ホイッスル』って単語、気軽に出すのはやめてくれない？」

「え……？」

　ふと見渡せば、教室中の女子がちらちらとこちらを見ている。

　吹雪は鞄を手にすると、足早に教室から出ていった。

　一瞬話を打ち切られたのかと思ったが、彼女が振り返ったのを見てついてこいという意味だと悟る。

　屋上に続く階段の踊おどり場までやって来ると、吹雪は「で？」と鋭い視線を投げて寄こした。

「えぇと、ホイッスルの力のことなんだけど……ちょっと気になることがあって」

「気になること？」

　吹雪は腕組みをすると顎あごを反そらす。女王の威い厳げんに負けそうになるが、ヒツジはどうにか言葉を続ける。

「そ、それが、如月さんが持ってるホイッスル……たぶん『嫉妬』のホイッスルで、効果はヤンデレだと思うの」

「……だから？」

「だからもし、このまま如月さんが使い続けたら大変なことになると思うの。如月さんには危ない目に遭ってほしくないし、第一あんなの葉月くんじゃない……。だ、だからその、お願い！　これからは使わないで！」

　最後は感情が高ぶり声のトーンも高くなる。

　しかし、吹雪は冷静だった。

「ふぅん。『あんなの葉月くんじゃない』ねぇ……」

　小バカにしたように鼻で笑う。

「だったら心配ご無用よ。わたしはわたしのためにこのホイッスルを使っているの。あなたがあなたのためにホイッスルを使うようにね」

「で、でも！」

「しつこいわね。今までさんざんホイッスルを使ってきたあなたにとやかく言われる筋すじ合あいはないわ！」

　吹雪は氷の眼まな差ざしでヒツジの顔を睨みつける。

「……で、話はそれだけ？　わざわざ時間を割さいてあげたのに、大したことはなかったわね。わたし、目の前の誰かさんと違ってこれから部活があるから忙いそがしいの」

　最後のセリフは葉月が退部してから部活を休みがちになったヒツジへの当てつけだ。

「それじゃ、もう二度とわたしの前でホイッスルの話はしないでね」

　吹雪は素早く階段を駆け下りていく。

　その後ろ姿を見つめながら、ヒツジは言いようのない不安に襲われていた。
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　ヒツジは夢を見ていた。薄暗い部屋の真ん中で、ひとりで立ちつくしている夢だ。

（ここ、どこだろう？）

　とりあえずドアを探そうと、手探りで壁かべまで移動する。

　しかし、指に触れたのは冷たい鉄てつ柵さくの感触。どうやら自分は檻おりの中にいるらしい。

（どうして？　いったい誰がこんなことを……！）

　力任せに鉄柵を揺さぶっても、頑がん丈じような檻はびくともしない。

「だ……誰か！　ここから出して！」

　思い切って声をあげると、

「ダーメ♪」

　場違いに明るい声がして後ろから抱きしめられた。

「フフフ。ダメだよ、ここから出ようだなんて」

　抱きついてきた葉月はヒツジの肩に頰を当て、歌うように言う。

「俺のこと、愛してるよね？　裏うら切ぎったりしないよね？　だったらずっとここにいてよ」

「え……？　それってどういう……？」

　言葉の意味がよくわからず、ヒツジは思わず訊き返す。

　愛しているのと檻の中に閉じ込めるのと。ふたつの行こう為いがイコールでつながらない。

　けれど葉月は当然のように言葉を続ける。

「つまりね、ヒツジはずーっとここで暮くらすって意味だよ。大丈夫、ヒツジに似に合あう服も、ヒツジが好きな食べ物も、ヒツジに相応ふさわしい本や音楽も、すべて俺が用意するから」

　あまりに一方的な話にぞわりと鳥とり肌はだが立つ。

　怖い。この葉月は普通じゃない。自分の愛が唯一絶対の正義で、それ以外は排はい除じよしても構わないと思っている。

　ふと見れば、柵のむこうに例のふたりがチビキャラver. でちょこんと腰を下ろしていた。

　心配そうな顔でヒツジを見上げ、プルプルと首を振っている。逃げろと言うのか、それとも抵抗するなと言っているのか、もの言わぬ彼女たちの考えはわからない。

「お願いだから外に出して！　でないとみんなが心配する！」

　思わず声を荒らげてしまうと、

「あれぇ……？　おかしいなぁ？　それって、俺以外の男に媚こびを売りたいってこと？」

　明るかった葉月の声が低くなり、部屋の温度が急激に下がった。

「違うよね？　外には俺以外の男がたくさんいる。そんな奴と話したり笑ったり──それは俺に対する裏切りだって、ヒツジもよぅくわかっているよね？」

　ふいに檻の一角に灯あかりがともった。その部分の鉄柵だけが扉状になっており、大きく外に開いている。

（あそこからなら逃げられる！）

　ヒツジは葉月を振り切り走ろうとするが、足がもつれて転んでしまう。足元に違和感を覚えて見てみれば、いつのまにか細い鎖くさりが巻きついていた。

（な……なにこれ！）

「ヒツジは案外お転てん婆ばだね。次は手て錠じようも必要かな？」

　床の上で呆ぼう然ぜんとなるヒツジを葉月は楽しそうに見下ろす。ゆっくりと檻の外へと出ると扉を閉め、頑丈な南なん京きん錠じようを取りつけた。

「お願い、開けて！」

　声をかぎりにヒツジは叫ぶ。

「『開けて』？　それはできない約束だよ。大丈夫、俺がお姫様みたいにずーっとずーっと大事にしてあげるからね」

「……葉月くん！」

　ショックと悲しみで声が掠かすれる。あの優しかった葉月はどこへ行ってしまったのか。これでは同じ顔をした別人だ。

　這はうようにして扉の前まで行き、「鍵を外して！」と懇こん願がんする。

「鍵？　……そうか、この鍵があるかぎり、ヒツジはここから出ようとしちゃうんだね」

　葉月は手の中をじっと見つめる。

「フフフ……。だったらいっそ、なくしちゃおうか？」

　人差し指と親指で鍵を摘つまみ、目の高さ──いや、額ひたいの高さにまで持ち上げると、大きく首を反そらせて口を開ける。

　──鍵を吞のみこむ気だ！

　ヒツジが気づくのと、鍵から指が離れるのは同時。

「ダ、ダメ─ッ！」

　伸ばした手が虚むなしく宙ちゆうを摑つかみ、喉のどから悲鳴が逬ほとばしった。







　気づくとヒツジはベッドの上に飛び起きていた。

（……ゆ、夢……？）

　ゼェゼェと喉が鳴っている。全身が汗にまみれ、身体からだが重い。

　日の出はまだだいぶ先らしく、しんとした室内は夢で見た部屋のように暗かった。

（大丈夫、大丈夫……。心配しすぎてあんな夢を見ちゃっただけ……）

　自分を落ちつかせるように肩を抱く。

　目が覚めたのだから、もうなにも怖くない。

　──なのに。夢から覚めたはずなのに、足首にはまだ冷たい鎖の感触がはっきりと残っていた。
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　ヒツジの心配をよそに、吹雪は嫉妬のホイッスルを手放さなかった。

　それどころかどうやら頻ひん繁ぱんに使っているらしい。吹雪は常に葉月と一緒。葉月は不特定多数の前ではヤンデレの姿を見せないため、傍はた目めにはごく普通の仲良しカップルに見える。

　その一方で、ヒツジはひとりでいることが多くなった。

　吹雪に葉月を取られたくない。そうは思うのになぜかホイッスルを使う気にはなれない。それは、あの不吉な夢のせいかもしれなかった。

　──徐じよ々じよに不安は募つのるのに、毎日はなにごともないような顔をして過ぎていく。

　問題のその日もいつもと変わらぬ朝だった。いつもと同じ時間、いつもと同じ教室に登校し、いつもと同じ席に座る。そうしてぼんやり空を見上げていると、クラスメイトの雑ざつ談だんがヒツジの耳に飛び込んできた。

「なぁ、射手矢ってさ、ぜってぇ如月とつきあってると思わねぇ？」

「あ、やっぱおまえもそう思う？　ここんとこやたらとイチャイチャしてるの見かけるよなー」

「まぁ、前からお似合いカップルだって言われてたし。つきあうのは時間の問題だったかもしれないけどな」

（時間の問題、か……）

　他た愛あいのないおしゃべりがひどく心を落ち込ませる。

　吹雪が葉月と一緒にいても、おかしいと思う人はいない。でももし吹雪の位置に自分がいたら──きっと「なんであの子が？」と言われるだろう。

　それは、ホイッスルの力でもどうにもならない歴然としたふたりの差だ。

（……なんだか悲しすぎる……）

　頭を抱えて机に突つっ伏ぷし、ため息をひとつ。

　けれどおしゃべりは止まらない。

「あまりに似合いのカップルすぎて、爆発しろとか言う気にもなんねーわ」

「けどさ、最近なんか射手矢の様子、おかしくね？」

「て言うと？」

「前はフツーに明るくていい奴だったけど、最近は暗いオーラが滲にじみ出てるって言うか……。この前なんか、通りすがりに『裏切り者はいらない裏切り者はいらない裏切り者はいらない』ってブツブツ言ってんのが聞こえてさぁ！」

「え、なんかそれヤバくない？　……けどそれだったらオレにもあるわ。『フフフ、誰にも渡さない、盗られるくらいならいっそ……』って笑ってんの。意味深過ぎて超ビビったわ～！」

「ぶっちゃけ大丈夫か、葉月？」

「やっぱサッカーやめてからおかしくなったよな」

　──本格的にまずいことが起ころうとしている。それも、無関係なクラスメイトが葉月の異常を知るほどに。

　吹雪だってバカではない。これ以上は危険だとわかっているはず。それでもホイッスルを使うのをやめられないのだ。

（どうしよう……）

　たとえば、本当にたとえばだが、自分もホイッスルを捨てるから、吹雪も捨てろと持ちかけるとか。

（でも、如月さんのは嫉妬のホイッスルで、私のほうは色欲……。なんだか平等じゃない気がするよ）

　それに、自分が色欲のホイッスルを手放したら、葉月に二度と振り向いてもらえなくなるだろう。

　彼の笑顔や甘いささやき、キスをくれた唇くちびるや制服越しの肌の熱……。

　屋上や裏庭での出来事がひどく昔のことに思える。

　もし、あのとき頭に響く警告を無視して進んでいたら──。葉月は自分のものになってくれただろうか？　他のホイッスルが鳴っても、自分のことだけを好きでいてくれただろうか？

　考えても仕方のないことが頭の中をぐるぐるまわる。

　ただただ、やさしい葉月が無む性しように懐なつかしかった。







　やがて朝のホームルームが始まった。

　出欠確認が始まるが、葉月の席は空からだ。ふと胸むな騒さわぎがして吹雪の席に目をやれば、こちらも休み。

（なんだか嫌な予感がする……）

「おい、誰か射手矢と如月から連絡もらってるかー？」

　担任が訊ねるが返事はない。

「おかしいな、あいつらがなにも言わずに休むなんて……」

「もしかしてデートなんじゃないスかぁ？」

「ありえる！　ふたりとも異常に仲がいいもんな！」

　無責任なセリフが飛んで、くすくすと笑い声もおきる。

　しかしヒツジは笑えなかった。その言葉が冗じよう談だんではなく真実の可能性もあったから。

　しかも、デートはデートでも一般的なデートでなかったら──。

　ホームルームが終わっても、ヒツジは落ちつかないままだった。

「ヒツジ！　ねぇってばヒツジ！　なに上の空って顔してるのよ？」

「……えっ？」

　いつからそこにいたのだろう。ココナが目の前で、心配そうに自分のことを見下ろしていた。

「ごめん、ぼうっとしてた」

「……もしかして射手矢葉月と如月吹雪のこと？」

「うん……」

　さすがにココナには隠せない。

「ふたりとも休みだから、少し気になって」

　沈しずんだ声でそう言うと、

「今までこんなことなかったもんね」

　ココナも神しん妙みような顔で相あい槌づちを打った。

　学校をサボって仲良くデートなら問題ない。それはそれでヤキモキするが、葉月と吹雪が無事でいるならまだいい。

　けれど、事態がおかしな方向に進んでいる可能性もあるのだ。

「監禁とかされてたらさすがにまずいわな～」

　怖くてヒツジが言えなかったことをココナが言う。

「ヤンデレって、自分の好きな人をひとりじめしようとするからさ。檻に閉じ込めたり、手錠をかけて『もう逃げられないよ』とか、普通の人にはちょっと考えらんない行動するんだよね……」

　ココナの具ぐ体たい的てきな説明にヒツジはぶるっと肩を震わせる。それは、自分が夢で見たものと同じだったからだ。

「でも、それだけならまだマシ」

「マシ……？」

「うん。自分だけ見ていてほしい、絶対に心移りは許ゆるさないって強く思えば思うほど、裏切られたときの不安も強くなっていくんだよね。だから最終的に行きつくのは──」

「行きつくのは？」

「……おまえを殺して俺も死ぬ」

「…………っ!!」

　思わず悲鳴をあげそうになり、ヒツジは必ひつ死しで口を押さえた。

「こ……っ、殺しちゃったら意味ないよ！」

「いやいや、だって、殺してしまえば裏切られる心配もなくなるじゃん？」

「そ、それはそうだけど！　本末転倒と言うか……」

「まさにそのとおり。愛する対象もなくなるから、それなら自分も後を追おう──。そんなふうに考えるわけ」

「……む、むちゃくちゃ過ぎだよ……」

「けど、それがヤンデレの思考だしね」

　ココナは疲れたように息をつく。

「あたしたち一般人の理屈は通用しない。あんたも大たい概がいだけど、吹雪も吹雪でホイッスルのやめどころがわからなかったんだろうね。となると、一番の被害者は射手矢葉月だよ」

「ちょ……やめてよ！　まだ葉月くんが如月さんになにかしたって決まったわけじゃないんだし！」

　勢い、椅い子すから立ち上がると、

「ヒツジ、声が大きい。あと興こう奮ふんしすぎ」

　ココナに窘なだめられてしまった。

　だが、これはひょっとして少しの猶ゆう予よもならない事態なのではないか。

『裏切り者はいらない』

『誰にも渡さない、盗られるくらいならいっそ……』

　葉月がつぶやいていたといういくつかの言葉。

　それらはすべて最悪な事態を暗示している。

「──私、行ってくる！」

　いきなり宣せん言げんしたヒツジにさしものココナも対応がワンテンポ遅れた。

「い、行くってどこへ？」

「如月さんと葉月くんのところ！」

　言うなり机の脇わきに掛けておいた鞄を引っ摑む。

「な、なに言ってんの!?　ていうかふたりの居場所は!?　あんたが行ったところでどうにも……こら、ヒツジーっ!?」

　ココナの叫びとなにごとかと見つめてくるクラスメイトたちの視線。そのすべてを振りきってヒツジは廊下へ飛び出していた。
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（葉月くんも吹雪さんも、どうか無事でいて！）

　駅まで続く道を、息を切らせてヒツジは走る。

　平日の昼間、学校にいるはずの女子高生が必死で走る姿は嫌でも目を引く。だが、恥はずかしいなどと思う心の余よ裕ゆうはすでになかった。

　改札を走り抜け、駅に滑すべり込んできた電車に飛び乗る。

　目指すは葉月の家。とにかく思いついた場所から当たっていくしかない。

　サッカー部のマネージャーになったとき、部員の電話番号と住所一覧を手渡された。個人情報の扱いがうるさい今こん日にちで、ずいぶん緩ゆるい部活だなぁと思ったが、それでも鞄の中に入れっぱなしにしておいたのが功こうを奏そうした。初めて行く街だがなんとか辿たどりつけるだろう。

　住所からすると三駅先。改札を出るとさっそく迷った。交番で訊ねようとも思ったが、「君、学校は？」と訊かれるとまずい。

　偶然そばを通りかかったお散さん歩ぽカートのおばあさんに道を訊き、それでも道に迷ったあげくどうにか閑かん静せいな住宅街に辿りついた。

「射手矢」の表札がある家は、青い屋根に白い壁、瀟しよう洒しやな造りの一軒家だった。

　叩きつけるようにチャイムを押し、返事を待つのももどかしく、「こんにちはーっ！」と呼びかける。

　だが返事はない。さらにしつこくチャイムを押して垣かき根ねの中を窺うと、青々とした庭木のむこうに白いレースのカーテンの大きな掃はきだし窓まどが見えた。

　たぶんあそこが居間だろう。しかし、人の気け配はいはまったくなく、カーテンが動く様子もない。

　葉月はここにはいないのだろうか？　それとも居い留る守すを決め込んでいるのか？

　家に沿そって歩いてみると庭の端はしが駐車場になっていた。車は出ていってしまったのだろう、コンクリートの上に枯かれ葉が何枚かと、隅に自転車用スタンドが一台あるだけで──

（自転車用のスタンド!?）

　ヒツジの脳のう裏りに葉月と一緒に帰った日のことが甦よみがえった。

　彼はたしかスカイブルーのスポーツサイクルを持っていた。それがここにはない。ということは──

（どこかに出かけてる？）

　ではどこに行ったのか？　一番可能性が高いのは吹雪の家だ。

（如月さん、如月さんの家は──！）

　折おり畳たたんでいた連絡網を慌てて開き、住所欄らんに指を添わせる。

　幸い、吹雪の家は葉月の家からそれほど離れていない番地だった。同じ学区の中学に通っていたのだから当然だ。

（よかった、ここからならすぐに行ける！）

　そう思うと同時に「幼おさななじみ」というフレーズが頭いっぱいに広がって心の中をモヤモヤさせる。そんなこと、今は考えている暇ひまなどないのに。

　ぶるんと一回頭を振ると、ヒツジは速足で歩きだす。

　さすがに駅から走りどおしだったため、もうひとっ走りなどという余よ力りよくは残っていない。明日は確実に筋肉痛だろう。──筋肉痛などに構っていられる、いつもと同じ明日が来ればの話だが。

　一度駅の近くに戻り、そこから高級住宅街へと足を踏み入れた。

　吹雪の家は日本家屋のまさに御屋敷。ヒツジの背よりも高い塀へいが張り巡めぐらされ、門かぶりの松の枝が塀の外まで伸びている。

（な、なにこれ……！）

　絵に描いたような豪ごう邸ていに一瞬竦すくむが、勇気を出してチャイムを押す。すぐ塀の向こうでおしゃれな呼び鈴の音がして、インターホンの電源が入った。防犯カメラでこちらの姿を見たのだろう、誰すい何かの声より早く「丘野さん!?」という声がした。

「どうして丘野さんが？　今学校のはずでしょ？　あなたいったい……!?」

　驚く吹雪の声がして、それからすぐに「今行くわ」とだけ告げてインターホンが切れた。

　いくらもたたないうちに鉄扉の向こうで電気錠が外される音がして、ネグリジェ姿の半身が扉の陰から現れる。

（リ、リアルでネグリジェ初めて見た！）

　手て櫛ぐしで梳すかれた黒髪も、なんとも言えぬ色っぽさを放っている。

　ちなみに、ヒツジのパジャマはココナがゲームセンターでゲットしたというペラペラＴシャツ（しかも、ヒツジが知らないアニメのキャラが胸に大きくプリントされている）と、中学時代に体育の授業で履いたハーフパンツだ。

（な、なんだろう、この格差……）

「いったいなにがあったの、丘野さん？」

　カルチャーショックに軽く打ちのめされているヒツジのことなどお構いなしに、吹雪が問いかけてくる。

「その、急に連絡もなしに休んだから、なにかあったのかと思って……」

「連絡もなしに？　ああ、それじゃうちの者が連絡を忘れたのね」

　うちの者とはお手伝いさんかなにかなのか。

　うっかり湧わいた好こう奇き心しんを、「いやいや、今訊くのはそれじゃないでしょ！」と慌てて打ち消す。吹雪の無事が確認できたことでどうやら気が緩んでしまったらしい。

「今まで寝てたの？」

「ええ。単なる体調不良よ」

　自己管理がなってなくて恥ずかしいわ、と吹雪はつぶやき、

「それで？」

　とヒツジに視線を向けてきた。

「本当のところはなんの用？　わたしが学校を休んだだけで、わざわざ家まで訪ねてくるほどあなたと仲が良かったかしら？」

　体調を崩くずしたといってもいつもの気の強さは健けん在ざいだ。

「いったいなにがあったわけ？」

「それが……ホイッスルのことで不安だったの。葉月くんはどんどんおかしくなるし、如月さんはいきなり休むし！」

　──下へ手たをすると監禁とか手錠とか、はたまた刃にん傷じよう沙ざ汰たとか……。

　ヒツジが泣き声になって説明すると、吹雪が形のいい赤い唇でフッと笑った。

「……わたしが葉月に酷いことされる？　されたらどちらが上か思い知らせるために土ど下げ座ざするまでお仕置きね」

「──え」

「ついでに二度と逆さからわないように、うちの座ざ敷しき牢ろうにぶちこんで再教育」

「座敷牢って……そ、そんな部屋、本当にあるの？」

「あら、知りたい？　身を持って体験させてあげるわよ？」

　思わず訊くと吹雪の瞳がおもしろそうにキラリと光った。

　よくよく考えれば、女王様のふたつ名を持つ吹雪が大人おとなしくやられているわけがないのだ。

　座敷牢うんぬんの話も本当か噓かわからないところが余よ計けい怖い。

「い、いいです、いいです、遠慮しますっ！」

「そうね、そのほうが身のためね」

　吹雪は笑い、それからやさしい瞳になった。

「あなた、本当に葉月のことが好きなのね」

「え……？」

「だって、葉月が罪を犯おかさないように、自分の危険も顧かえりみずここまで来たんでしょ？　わたしだったらできないかも」

「で、でも、如月さんだって……葉月くんのこと、好き、なんじゃ……」

　自分はなにか勘かん違ちがいをしていたのか？

　混乱しつつも思い切って訊ねると、

「ええ、もちろん好きよ」

　吹雪は気持ちいいくらいの率そつ直ちよくさで言い切った。

「でもそこまでの健けな気げさなんてわたしにはないもの。第一、わたしが惚ほれているのは彼の才能よ？　異性として意識したことなんてないわ」

　彼女はきっぱり言う。

「だから、サッカー部に戻れって何度も言ってるのに……。変なところで強情なんだから」

　小さくため息をついてから、

「ああ、今はこんな話をしている場合じゃなかったわね」

　吹雪は真剣な表情でヒツジの顔を見返した。

「──で。葉月の話に戻るけど。彼、今日学校に来ていないのね？　おまけに連絡もないと。そんなあいつが行くとしたら……そうね、あなたもよく知ってる場所しかないんじゃない？」

「よく知ってる場所……？」

「まさか、葉月のこと好きだなんて言っときながら、『知りません』とか言わないわよね？」

　挑ちよう戦せん的てきな瞳を向けられ、ヒツジはぐっと押し黙る。

「あいつの好きな場所って、なぜかわたしは好きになれないのよね。庶しよ民みん的てきっていうか、にぎやかすぎて」

　苦笑しながら吹雪は言う。

「……というわけで、ヒントはこれくらいでいいかしら？　それじゃ、葉月のことよろしくね」

「き、如月さんに言われなくても、葉月くんのことは私がどうにかします！」

　自分でも無意識に対抗意識丸出しのセリフが飛び出た。そのくせ、最後は尻しりすぼみの「ですます調」になってしまったが。

「ふぅん？　あなたも結構言うんじゃない。だったら学校でもそんなふうにしゃべればいいのに」

　──ま、やりすぎるとわたしみたいに嫌われるけどね。

　小さく吹雪はつぶやいてから、

「それじゃ、明日学校で」

　揚あげ羽は蝶ちようかなにかのように、するりと鉄扉の向こうへ姿を消した。
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（私がよく知ってる場所？　庶民的でにぎやか……？）

　屋敷の前に立ったまま、ヒツジは頭を悩ませていた。

　学校をサボった葉月がいる場所。彼にとって安らいだ気分になれる場所──。

（そんなのわからないよ！）

　吹雪の前で啖たん呵かを切ってしまったが、なにひとつ思い当たる場所がない。

　サッカー部をやめるとき、葉月は名残なごり惜おしそうに部室に来た。だからストレートに部室とか？　それともつい先日まで縦じゆう横おう無む尽じんに走り回ったグラウンドとか。

（でも、だったら校内で葉月くんの姿を見かけた人がいたはず！）

　しかし、ホームルームでそんなことを言うクラスメイトはいなかった。

　つまり。

　葉月は校内にはいない？

（考えろ考えろ考えろ考えろ……！）

　もし自分が葉月だったらどこへ行く？

　楽しいときも、辛つらいときも自分を支えてくれる場所。落ちつける場所、自分を理解してくれる人がいる場所、楽しい思い出のある場所──。

（楽しい思い出。そう、例えば私だったら……）

　自分にとっての楽しい思い出は、初めて葉月に話しかけられた日のことだ。

『俺、西中から来たんだ。丘野は東？』

　そう言って微笑んだ顔を昨日のことのように思い出せる。

　そして、彼はこうも続けた。

『東中ってたしか近くに……』

（近くに…………あぁっ!?）

　突然、ヒツジの頭になにかが閃ひらめいた。

　葉月ははっきり告げていたのだ。彼が大好きな、楽しい思い出の場所を。

（庶民的でにぎやかだし……もしかしなくても絶対あそこっ！）

　大丈夫。そこなら自分も迷わず行ける。

　ぐっと拳こぶしを強く握り、ヒツジは駅へと駆けだしていた。
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　飛び乗った電車は一〇分もかからずヒツジの家の最寄り駅に滑り込んだ。毎朝歩き慣れた道を今日は鞄を抱えて逆ぎやく走そうする。

　向かうのはかつての母校、東中──ではなく、その近所にあるカレー屋だ。

『東中ってたしか近くにカレー屋あるよね？　あそこ、すっごくうまくてさ。交流試合のたびに寄ってたよ』

　出会ったばかりのころに葉月が語ってくれた思い出話。交流試合の後、彼が気の置けない仲間たちと楽しい時間を過ごした場所だ。

（そう、ここ！）

　──カレーメシ屋・ジャスティス。

　賑にぎ々にぎしい看かん板ばんが目印の、その扉の前に立った瞬間、ふわりと香こう辛しん料りようの匂においが漂ただよってきた。

　ドキドキしながら店に入り、狭せまい店内をぐるりと見渡す。まだ昼前にも拘かかわらず、いくつかの席は埋まっている。

　しかし、そこに葉月がいないのは予想済みだ。

「いらっしゃいませ！　お好きな席に……」

　カウンターの奥で一いつ生しよう懸けん命めい鍋なべを搔かき混ぜていた店員がヒツジに気づいて顔を上げた。その声が途中で止まり、「え？」というつぶやきが漏もれる。

「お、丘野……？」

「うん」

　カウンターに近づきながら、ヒツジはこくりとうなずいてみせた。
















　昨日教室で会ったのに、湯気のむこうの葉月がたまらなく懐かしい。「ヒツジ」ではなく「丘野」という呼びかけも胸が温かくなるほどうれしい。

「な、なんで……。学校は？」

「それは葉月くんも一緒でしょ？　いきなり休むから心配になったの」

「だからってわざわざ来たのか？　それにどうしてここが……」

　葉月の顔に複ふく雑ざつな感情が浮かんで消える。

　吹雪のヒントのおかげもあったが、「葉月がバイトをしているのでは？」という予想は、以前交差点で別れたときの彼の行動を思い出したからだった。「用事がある」と言って東中の方角に向かったのはこのせいだったのだ。

「いきなり来てごめんなさい。でも会えてよかった」

「いや……うん、正直ちょっと驚いてる」

　葉月は苦笑いして頭を搔く。

（私、もしかして引かれてる……？）

　勢いで突っ走ってしまったが、彼からすればストーカーそのものだ。

　気まずいままで立ちつくしていると、

「悪い、ちょっと外すね」

　葉月がレジへと移動した。

「ありがとうございました！」

　客が一度に去ると店には誰もいなくなる。

（私も帰ったほうがいいよね……？）

　彼の無事を確認したのだ。ここに残る理由はない。

「それじゃ、私ももう行くね。邪魔してごめん！」

　早口で逃げるように店から出ようとした瞬間、

「待てよ、丘野」

　思いのほか強い口調で引きとめられた。

（……？）

　足を止めると、真剣な顔をした葉月がヒツジの前までやって来た。

「その……いろいろとごめん」

　深く頭を下げられるが彼に謝られることなどなにもない。

　ヒツジが軽くパニクっていると、

「丘野といると、俺、おかしくなっちゃうみたいで……」

　ゆっくりと上げた彼の顔は、心なしか赤かった。

「……ほら、思いだせないかな？　屋上や裏庭で、俺、丘野に酷いことしただろう？」

「酷いこと……？」

　もしや、葉月はホイッスルの魔法にかけられたときのことを言っているのではないだろうか？　歯の浮くようなセリフ、突然のキス、そして草むらに押し倒した一件──。

「……自分に歯止めが効かなくなって、そのくせ半日もたつと丘野に嫌われたんじゃないかって自己嫌悪が湧いてくるんだ……」

　ホイッスルの力で誘惑したのはヒツジなのに。それらすべてを彼は自分のせいだと思っていたのだ。

「違う、葉月くんが悪いんじゃないよ！」

　ヒツジは思わず声をあげる。

「あれは全部私のせい！　だって私、ホイッスルで……！」

　例え葉月に嫌われてもいい。軽けい蔑べつされたって構わない。だから本当のことを言わなくては──！

　しかし、葉月はヒツジの言葉を遮るように頭を振った。

「いや、丘野は俺のこと買いかぶり過ぎているんだよ。一部の奴には爽さわやかだとか言われてるみたいだけど、俺も普通の男子高校生だよ」

（……え？　つ、つまり、葉月くん自身もああいうことしたいって思ってたの!?）

「だから、悪いのはこっち。丘野に触れたいと思って、その誘惑に負けたのは俺なんだから」

（……わ、私に触れたい!?　ゆ、誘惑ぅっ!?）

　次々と襲ってくる葉月の言葉に心がまったく追いつかない。

　頰がカァッと熱くなり、頭がなんだかグラグラする。

「ああ、ごめん。また丘野を恥ずかしがらせるようなこと言っちゃったね」

　くすっと笑った葉月の顔は、ホイッスルの魔法にかけられたとき以上の艶つやっぽさだった。

（も、もしかして葉月くん、実は隠れフェロモン系だったの～っ!?）

　勝手に創りあげた理想像がガラガラと音をたてて崩れていく。だが、不思議と嫌な気分にはならなかった。むしろ自分は普通の人間だと言った彼に親しみすら感じてしまう。

（どうしよう!?　私、やっぱり葉月くんが大好きだ……！　それも、初めて好きになったときよりずっとずっと！）

　胸がいっぱいで言葉が出ない。

　幸せな気分で佇んでいると、どこからかカチャリと音がした。

　見れば、キッチンの奥の扉が開き、熊くまに似た中年男性がのっそりと現れるところだった。

「きゃっ!?」

　ヒツジは思わず飛びのくが、葉月は小さく頭を上げる。

　白のコック帽ぼうに白のコックコート。どうやらこの店のマスターのようだ。

　マスターはヒツジと葉月を交互に見ると、

「なんだ、彼女か？」

　意味ありげにニヤリと笑ってみせる。

「ち、違います！　丘野は親友です！」

「親友？　そうかぁ？　ま、なにはともあれ仲良くな！」

　葉月の背中をバンと叩き、「仕込みがあるからまた後でな」と巣す穴あなに戻る熊のように店の奥へと消えてしまった。

　その姿を見送った後、葉月が困ったようにくすりと笑う。

「マスターはすごくいい人だけど、お客さんをからかうのが好きなんだ。丘野、気を悪くしたらごめん」

「え!?　べ、別に……その、気にしてないから！」

　彼女です、と答えてくれたほうがうれしかったが、そんなことはさすがに言えない。それでも即そく座ざに親友と答えてくれたことは涙なみだが出るほどうれしかった。

「じゃ、そこに座って」

「え……？」

「いいからいいから。まさかここまで来てこのまま帰るつもりじゃないよね？」

　あたふたするヒツジの前に、食欲をそそる香りと一緒にカレーの載のった皿が置かれた。

「俺のおごり。なんならカツやタマゴもつける？」

　これぞメシ屋の特権、と葉月は笑う。

「ほら、冷めないうちに早く」

「じゃあ、いただきます……」

　無む下げに断ことわることもできず、ヒツジは銀のスプーンを手に取った。

（これって葉月くんが作ったんだよね？）

　仕上げは店長がやったにしろ、野菜を切るなどの下準備は葉月がしたはずだ。

　そんなことを考えたとたん、目の前のカレーがとても貴き重ちようなものに思えてきた。うっかりファンに漏らそうものなら「そのカレーを寄こせ！」と首を絞しめられてもおかしくない。

（私、今すごく幸せだ……）

　ともすればニヤけそうになる顔を引き締めて、ひと匙さじ掬すくって口に運んだ。

　カウンターからは身を乗り出さんばかりの葉月。ダブルのコックコートに首にはターメリックカラーのスカーフタイを下げて、どこからどう見てもおしゃれな店員だ。

「おいしい？」

「……うん」

「そっか。それならよかった」

　うれしそうに葉月が笑う。子どものように無む邪じや気きな顔がすぐ目の前にある。

　ホイッスルを使わなくても、こんなにも胸がドキドキするなんて……。

「俺、昼過ぎに上がれるんだ。少し待っててもらえる？」

「うん……」

　頰が熱いのはきっとカレーのせいだけじゃない。

　葉月のカレーは辛くて甘くてスパイシーで。まるで、予測不能な恋のようだった。







　店の裏手に回ると私服に着替えた葉月が立っていた。あのスカイブルーの自転車も隣となりにある。

「今日は来てくれてありがとう。なんて言うか、うれしかった」

　自転車を押しながら葉月がぽつぽつと話しだす。

　行き先は特に決まっていない。スマホを見るとココナからの連絡が入っていて、「体調不良で早退って誤ご魔ま化かしといた！　のちほど詳しよう細さいよろ！」とだけ書かれていた。

　言葉少なに会話を交わし、どちらからともなく目に着いた公園に足を向ける。木製のベンチに並んで座ると、ヒツジの心臓がバクバク鳴った。

　隣にいるのはホイッスルに操られた葉月ではない。正しよう真しん正しよう銘めい、本物の葉月だ。

「私のほうこそ、今日はありがとう。カレー、おいしかった」

　ヒツジがお礼を言うと、

「いつか店長のレシピが再現できたらいいな」

　葉月が笑う。

「でも、どうしてカレー屋でバイトを始めたの？」

　一番訊きたかったことを訊ねると、彼は苦笑しながら教えてくれた。

「実は俺、中学の終わりに足をケガしたんだ。どうにか完治して医者には問題ないって言われたんだけど、高校でも結果が出せなくてさ。正直、辛かった。……そんなとき、昔仲間と行ったジャスティスが無性に懐かしくなって、ひとりで出かけてみたんだよ。そうしたらマスターが俺のことを覚えていてくれて、『サッカーに行き詰まってるなら気分転換に働いてみないか』って誘さそってくれたんだ」

　ちなみに今日は昼間のバイトに欠員が出て、「無む茶ちやするな」というマスターを押し切って穴あな埋うめに駆けつけたらしい。

「でも、ジャスティスのバイトも嫌いじゃないけど、日に日にサッカーがやりたくなってさ。正直、部活をやめたことを今では後こう悔かいしてる」

　葉月は苦笑いをすると、

「吹雪にもケガくらいでやめるなって言われるし、丘野もこうしてわざわざ来てくれるし……。なんか、心配かけてばかりの自分が情けないよ」

　と、小さく息を吐いた。

　しかし、ヒツジは心の中で首を振る。

（違う、私はホイッスルのせいで葉月くんがおかしくなることが怖くて。サッカーのことで心配していたわけじゃない……！）

　なんだか自分が恥ずかしくなった。恋愛の成就ばかりを気に掛けて、葉月の苦悩にはこれっぽっちも気づいていなかったのだ。

　勝かつ手てに救きゆう世せい主しゆに祭り上げて、彼が困ったときには力になろうなんて思いもしなかった。

　本当の愛は相手を思いやるものなのに……。

（ううん！　今からでも遅くない！）

　ヒツジはぐっと手を握る。

　ホイッスルのせいで葉月が最悪の事態に陥おちいる。それを避さけようと自分は動いた。ならば、今この瞬間だって──。

「ねぇ、葉月くん！　もう一度サッカー頑がん張ばらない!?　私もその、葉月くんを応援……どこまでできるかわからないけど、マネージャー、頑張るからっ！」

　突然のヒツジの言葉に葉月が気け圧おされ目を見開く。

「ごめん、葉月くん。私、すごい自分勝手だった！　自分のことしか考えてなかった！　でも、今日から頑張るから！」

　その瞬間、制服の下のホイッスルが熱くなった。

「きゃっ!?」

　慌てて紐ひもを引っ張り出すと、金色のホイッスルは端から光の粒つぶになって消えていく。

「丘野、それは……？」

　驚く葉月にヒツジは首を振るだけだ。

（ひょっとして、このホイッスルは役目を終えたの……？）

　こんなものはなくてもいいと思った。葉月の力になるためには、ホイッスルの力など必要ないとわかった。

　ホイッスルは恋のお守りなどでは決してなく、大切ななにかに気づかせるためのものだったのだ。

　視線を上げると公園の木々の緑が美しい。その緑をバックに光の粒がキラキラと昇っていく。

　そうして、不ふ思し議ぎなホイッスルは完全にヒツジの手から消えたのだった。
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　ホイッスルの音が今日も聖ルシオラ学園のグラウンドにこだまする。その規則的な音に合わせ、試合前のウォーミングアップをしているのはサッカー部の面々だ。

「このところ負け続きだったからね。今度も負けたら承しよう知ちしないわ！」

　居い丈たけ高だかに吹雪ふぶきが言えば、

「無理しないで！　あと、ケガだけは気をつけて！」

　ヒツジも精せい一いつ杯ぱいの声を張り上げて応援する。

『サッカー部マネージャーの飴あめと鞭むち』。

　いつのまにか、ヒツジは吹雪と一いつ緒しよにそう言われるようになっていた。

　ビシバシと厳しく、けれど綿めん密みつな練習計画を効こう率りつ的てきに立てていく鞭と、いつも優しく、密ひそかに部員達の精神的支えになっている飴と。

　ちなみにどちらが飴でどちらが鞭かは言わずもがなだ。

「よかったじゃん、ヒツジ！　『幽ゆう霊れい』や『忍にん者じや』からさよならできて！」

　数日前、ココナはうれしそうに言ってくれたが、

「『飴』って溶けない？　溶けてなくならない？」

　未いまだにあだ名に関してトラウマが残るヒツジはネガティブ思し考こうだ。

「え～、いいじゃん、『飴』！　ぺろぺろ甘あまいの！　いっそ葉月くんに食べてもらいなよ！」

「ちょっ……！　どうしてココナはいつもそういう方向に行くのよ!?」

「それはもちろん、あたしだって健康的な女子高生ですから？」

「私も健康な女子高生だけど、そういう発想はいくらなんでも……！」

　ヒツジが頰ほおを真まっ赤かにすると、ココナは「はぁ？」と声を上げた。

「まわりが見えないほどホイッスルの力の虜とりこになって、誰だれかさんとイチャイチャベタベタしてたのはどちらさんでしたっけ？　あたし、あのときは本気で心配したんだからね！」

「う……。ご、ごめん」

　ヒツジがしおらしく頭を下げると、

「あー、まぁ、過ぎたことだし？　あのときのヒツジはヒツジらしくなかったっていうか。あたしも怖こわかったんだよ……」

　ココナが明後日あさつての方向を向きながらぼそぼそつぶやいた。彼女は彼女なりにヒツジのことを気に掛けてくれていたのだ。

「私、ココナにもたくさん心配かけちゃったんだね……」

「いや、だからもういいって！　それよりふと思ったんだけどさぁ」

　なんとなく言いづらそうに、ココナはヒツジの顔を見つめる。

「な、なに？」

　ヒツジもドキッとココナの顔を見返すと、彼女は「射い手て矢や葉は月づきが無む断だん欠けつ席せきしたときのことなんだけど……」と小さな声で切りだした。

「あれ、わざわざ捜しまわらなくても、ホイッスル吹ふけば済すむことだったんじゃん？」

「──あ」

　たしかに、ホイッスルを吹けば葉月は自分の元に駆かけつけてくれたはずだ。わざわざ学校を抜け出してヒツジが捜す必要もなかった。あのときは必ひつ死し過ぎてそこまで頭がまわらなかったのだ。

　──でも。

　もしそうなら吹雪の想いを知ることもなかった。葉月の悩なやみを聞いて励はげますこともできなかったのだ。それは、ホイッスルに頼たよらなかったからこその結末──。

「あっちこっち走り回って大変だったけど。結果的に、自分の足で捜せてよかったよ」

　ヒツジが笑うと、

「そーゆーもんですか」

　ココナも一緒になって笑ってくれた。

「それはそうと、ホイッスル、消えてなくなったんだって？」

「うん。なんて言うか……役目を果はたして消しよう滅めつ、みたいな？」

　色しき欲よくのホイッスルのおかげでドキドキわくわくをたくさんもらった。けれどあれはすべてまやかし。葉月の本心ではない。そんな偽いつわりの関係を続けていたら、いつかは虚むなしくなってヒツジも心を壊こわしていたかもしれない。

「それと、如きさ月らぎ吹雪のホイッスルもなくなったとか」

「うん。私のホイッスルが消えた日に、やっぱり光の粒つぶになって消えたんだって」

「それじゃ、これですべてが元どおりってことか……」

　なにやら感かん慨がい深ぶかげなココナに、

「え、違ちがうよ？」

　ヒツジは笑え顔がおで首を振る。

「は？　違うって？　あんたもしや別のホイッスルも持ってたわけ!?」

　ガシッと肩を摑つかんだ友人に、ヒツジは慌てて首を振る。

「違う違う！　そういうことじゃなくって……！」

　ホイッスルは消え、魔法の力もなくなった。だからといってすべてが前と同じというわけではない。

　ホイッスルを手に入れる前と、失うしなってしまった今と。少しだけ、自分は積せつ極きよく的てきになれた気がする。もちろんそんなこと、恥はずかしくてココナには言えないけれど。

（もう少しだけ頑がん張ばってみよう。葉月くんが頑張って部活に戻ったみたいに、私も頑張ってマネージャーを続けよう……！）







「丘おか野の！」

　自分を呼ぶ声にヒツジはハッと我われに返った。

　振り向けば、スポーツタオルで流れる汗あせを拭ふきながら、射手矢葉月が立っていた。

　いつのまにか休きゆう憩けいの時間になっていたらしい。木こ陰かげに入って休んだり、水道で頭から水をかぶったり──部員たちは思い思いに過ごしている。

「なにか飲みもの、ある？」

「は、はいっ」

　急いでカップを手渡しながら、ヒツジはニヤニヤしてしまう。

　やはり、サッカーをしている葉月は格かつ好こういい。水分補給をしている姿でさえ、思わず見とれてしまうほどだ。

　マネージャーの仕事は大変なときもあるけれど、こんなふうに誰だれよりも葉月のことを間ま近ぢかで見られる。一緒に試合で熱くなって、一緒に泣いたり笑ったり。その一瞬一瞬が本当に幸せだ。

「あの、おかわりは？」

「もう十分。ありがと」

　葉月はカップをヒツジに返すと、

「あのさ、丘野……」

　少し改あらたまった様子で見つめてきた。

「な、なに!?」

　思わず緊きん張ちようしてしまうが、葉月も珍めずらしく声が固い。

（私、なにかやっちゃった？）

　内心わたわたしてしまうヒツジに向かい、彼は重大なことでもあるかのように厳おごそかに言った。

「今日、部活が終わったらカレーを食べに行かないか？」

「え……？　べ、別にいいけど？」

　その話は最近サッカー部の間で取り沙ざ汰たされていたものだ。やはり、ジャスティスを知っている部員がいて、いつかみんなで行こうということになっている。それが今日になったということだろう。

　だが、なぜそんな話でいちいち緊張するのかわからない。

「部活のみんなで行くとお店がいっぱいになっちゃうね。席、あるかな？」

　吞のん気きにヒツジが答えると、葉月が「いや」と首を振った。

「俺たちふたりで行かないか？」

「…………え？」

　思わず目を見開く。

　これはなにかの聞き間ま違ちがい……？　それとも夢かドッキリか。そもそもホイッスルは消えてしまい、とっくに手元にないのだ。

　となると、これはまぎれもない現実──！

　葉月は辛しん抱ぼう強づよく、ヒツジの返事を待っている。

　その、真しん剣けんな顔。

（葉月くんもこんなに緊張するんだ……）

　場違いにもそんなことを思ってからハタと気づく。

（な、なんで私を誘うくらいで葉月くんが緊張するの？　というか、ふたりでって、え、えぇえええ～っ!?）

「この後の予定、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……う、うん！」

「じゃ、決まりな！」

　うれしそうに微笑ほほえんで、葉月はグラウンドに向かって走り出す。

　その、生き生きとした後ろ姿。

（これからもずっと、こんな葉月くんを見つめていけたらいいな）

　だからヒツジは気がつかなかった。物陰からそっと自分を見守るふたつの影があることに。

「……ふぅ。これでやっと大だい団だん円えん♪」

「今まで見守ってきたカップルの中でも最高のハッピーエンドね！」

『恋愛成じよう就じゆの神様』、リンとミクはうれしそうだ。
















「これからもず～っとお幸せに！」

「あーあ、なんだかわたしも恋がしたくなっちゃった」

　つぶやいたミクにリンが意外そうな顔をする。

「なぁに？　わたしに彼氏がいたらおかしいの？」

「だって、ミクってばどんな人がタイプなの？」

「それは……。リンちゃんには、ひ、み、つ」

「え～、教えてよ～っ！」

　やがて、影たちは楽しそうな笑い声を残して幻のように消えていく。




　ピ────ッ！




　グラウンドに練習の再開を告げるホイッスルが鳴なり響ひびいた。

　澄すんだ音ね色いろが高く響き、よく晴はれた青い空へと吸い込まれていった。





おしまい☆













あとがき









　はじめまして。もしくはこんにちは！　石いし倉くらリサです。

　ノベライズ版『愛ラブ×愛ラブホイッスル』、いかがでしたでしょうか？

　楽曲の『愛×愛ホイッスル』は明るくてノリが良くて、そしてちょっぴり色っぽい（笑）作品ですが、その楽しい世界観を最大限に生かさねば！　とノリノリで書かせていただきました。

　ほんともう、何度ＰＶを拝見したか……！（おまけにSachikoとがくぽで、なんてセルフカバー作品もできましたよね？　あれを初めて見たときは、まさに「鼻から牛乳」でしたｗ）




「目指せ、ハイテンションラブコメディ！」を目標に、あーでもないこーでもないと楽しく奮ふん闘とうさせていただいたわけですが、この作品を執筆するにあたってたくさんの方のお世話になりました。

　まずは、作詞作曲のPolyphonicポリフオニツク Branchブランチ様。小説化に携たずさわらせていただき、本当にありがとうございました。キャラクターのネーミングからホイッスルの能力まで、ここまでやらせてもらっていいの？　と、ドキドキわくわくの連続でした。

　イラストのリラル様。カバーイラストを拝見したとき、あまりの華か麗れいさに「おおっ！」と声をあげてしまいました。ココナや吹雪ふぶきも「イラストにしたら絶対こうだよね！」という容姿で、うれしくてニヤニヤが止まりませんでした。

　細やかなお気遣いで、いつも楽しくお仕事をさせてくださる担当様。新レーベルのビーズログ文庫アリスで書かせていただいたこと、光栄の一語に尽きます。

　そして、動画のえむめろ様、校正様、デザイナー様、編集部の皆様……。本当にありがとうございました。

　家族や友人にも支えられて、私は幸せ者ですね。

　最後に、この本を手に取ってくださったあなたに最大級の感謝を込めて。

　またいつか、お会いできますように。





石倉リサ拝





































原案

PolyphonicBranch

PolyphonicBranch




はじめまして、PolyphonicBranch（ぽりふぉ）です。最近は飼い犬のダイエットに全力を注いでいます。愛×愛ホイッスル小説化！　かなりぶっ飛んだ感じに仕上げていただきましたので、ぜひ楽しんで読んでいただきたいです。










著者

石倉リサ

Risa Ishikura




12月22日、東京生まれ。『愛×愛ホイッスル』をノリノリで聴きながら書かせていただきました☆　ハイテンションラブコメディ、楽しんでもらえたらうれしいです！










イラスト

リラル

Riraru




愛×愛ホイッスルライトノベル化おめでとうございます！　曲から小説になり、また曲の魅力を感じています。新しい登場人物とともに楽しんで頂けたらなと思います。
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